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(57)【要約】
　カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラ
ストマー組成物（「組成物」）。本組成物は、ヒドロシ
リル化反応生成物及びキャリア流体を含む、粘液性シリ
コーン流体を含む。ヒドロシリル化反応生成物は、概し
てアルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含む。ヒドロシリ
ル化反応生成物は、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）単位
及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位を含む第１の直鎖オ
ルガノポリシロキサンと、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２

）単位及び（Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位を含む第２
の直鎖オルガノポリシロキサン単位と、の反応生成物で
ある。Ｒ１～Ｒ５の少なくとも１つがアルケニル基であ
り、Ｒ６～Ｒ１０の少なくとも１つが水素原子である限
り、Ｒ１～Ｒ１０のそれぞれは独立して炭化水素基であ
る。第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１０
０～１５，０００である。第２の直鎖オルガノポリシロ
キサンの重合度は４～１，０００である。本組成物はま
た、ヒドロシリル化反応生成物とは異なるシリコーンエ
ラストマーも含む。パーソナルケア組成物は、本組成物
を含むことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラストマー組成物であって、前記シ
リコーンエラストマー組成物は、
　Ａ）粘液性シリコーン流体と、
　Ｂ）シリコーンエラストマーと、
　を含み、
　前記Ａ）粘液性シリコーン流体は、
　　（１）ヒドロシリル化反応生成物と、
　　（２）キャリア流体と、
　　を含み、
　　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、
　　　（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　　（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　　のヒドロシリル化反応生成物であり、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）
単位及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは、少なくとも１
つのＲ１～Ｒ５がアルケニル基である限り、独立して炭化水素基である）を含み、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位
を含み、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１００～１５，０００で
あり、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）
単位及び（Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは、少なくと
も１つのＲ６～Ｒ１０が水素原子である限り、独立して炭化水素基、ポリエーテル基、シ
ロキサン基、又はポリオール基である）を含み、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位
を含み、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は４～１，０００であり、
　　前記（２）キャリア流体は、シリコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み
合わせから選択され、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物はアルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含み、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、前記Ａ）粘液性シリコーン流体の１００重量
部当たり３～３０重量部の量で存在し、
　前記Ａ）粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を加えられた際に、垂直方向
に観察される増大する垂直応力を呈し、
　前記Ｂ）シリコーンエラストマーは、前記（１）ヒドロシリル化反応生成物とは異なる
、
　シリコーンエラストマー組成物。
【請求項２】
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンがビニル末端であるか、あるいはジメチルビニ
ル末端である、請求項１に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項３】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、２～１０個のペンダントＳｉＨ部位を有す
るか、あるいは６個のペンダントＳｉＨ部位を有する、請求項１又は２に記載のシリコー
ンエラストマー組成物。
【請求項４】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、ジメチル、メチルハイドロジェンシロキサ
ン、トリメチルシロキシ末端である、請求項１～３のいずれか一項に記載のシリコーンエ
ラストマー組成物。
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【請求項５】
　前記ヒドロシリル化反応生成物がビニル官能基を含み、前記第１及び第２の直鎖オルガ
ノポリシロキサンのＳｉ－Ｈに対するビニルのモル比が、それぞれ１より大きい、請求項
１～４のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項６】
　前記ヒドロシリル化反応生成物がＳｉ－Ｈ官能基を含み、前記第１及び第２の直鎖オル
ガノポリシロキサンのＳｉ－Ｈに対するビニルのモル比が、それぞれ１未満である、請求
項１～４のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項７】
　前記ヒドロシリル化反応生成物が、前記粘液性シリコーン流体の１００重量部当たり３
～３０重量部の量で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載のシリコーンエラスト
マー組成物。
【請求項８】
　前記キャリア流体がシリコーン流体であるか、あるいはポリジメチルシロキサンである
、請求項１～７のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項９】
　剪断速度に対する垂直応力のプロットが、グラフ上の限界線の上方にあり、前記限界線
は方程式ｙ＝３．６ｘ（式中、ｙは垂直応力であり、ｘは剪断速度である）を使用して作
成される、請求項１～８のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項１０】
　前記シリコーンエラストマーが、ＳｉＨ含有ポリシロキサンとα，ω－ジエンとの反応
生成物である、請求項１～９のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物を含む、パーソ
ナルケア組成物。
【請求項１２】
　Ａ）粘液性シリコーン流体とＢ）シリコーンエラストマーとを含むパーソナルケア組成
物であって、
　前記Ａ）粘液性シリコーンは、
　（１）ヒドロシリル化反応生成物と、
　（２）キャリア流体と、
　を含み、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、
　　（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　のヒドロシリル化反応生成物であり、
　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）単
位及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは、少なくとも１つ
のＲ１～Ｒ５がアルケニル基である限り、独立して炭化水素基である）を含み、
　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を
含み、
　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１００～１５，０００であ
り、
　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）単
位及び（Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは、少なくとも
１つのＲ６～Ｒ１０が水素原子である限り、独立して炭化水素基、ポリエーテル基、シロ
キサン基、又はポリオール基である）を含み、
　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を
含み、
　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は４～１，０００であり、
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　前記（２）キャリア流体は、シリコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み合
わせから選択され、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物はアルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含み、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、前記Ａ）粘液性シリコーン流体の１００重量
部当たり３～３０重量部の量で存在し、
　前記Ａ）粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を加えられた際に、垂直方向
に観察される増大する垂直応力を呈する、
　パーソナルケア組成物。
【請求項１３】
　シリコーンエラストマー組成物を形成する方法であって、
　前記方法は、
　第１の直鎖オルガノポリシロキサンと第２の直鎖オルガノポリシロキサンとを、ヒドロ
シリル化触媒及びキャリア流体の存在下、ヒドロシリル化反応を介して反応させ、アルケ
ニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含むヒドロシリル化反応生成物を生成することと、
　前記ヒドロシリル化反応生成物を、前記ヒドロシリル化反応生成物とは異なるシリコー
ンエラストマーと組み合わせ、シリコーンエラストマー組成物を形成することと、
　を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）単位及び（
Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは、少なくとも１つのＲ１～
Ｒ５がアルケニル基である限り、独立して炭化水素基である）を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１００～１５，０００であり、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）単位及び（
Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは、少なくとも１つのＲ
６～Ｒ１０が水素原子である限り、独立して炭化水素基、ポリエーテル基、シロキサン基
、又はポリオール基である）を含み、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は４～１，０００であり、
　前記キャリア流体は、シリコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み合わせか
ら選択され、
　前記ヒドロシリル化反応生成物は、前記粘液性シリコーン流体の１００重量部当たり３
～３０重量部の量で存在し、
　前記粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を加えられた際に、垂直方向に観
察される増大する垂直応力を呈する、
　シリコーンエラストマー組成物を形成する方法。
【請求項１４】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、第１種の前記第２の直鎖オルガノポリシロ
キサンと、モノ末端脂肪族不飽和炭化水素基を有する化合物と、の反応生成物を含む、請
求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ｉ）前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンがビニル末端であり、かつ／又は
　ｉｉ）前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが２～１０個のペンダントＳｉＨ部位を
有する、
　請求項１３又は１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、それぞれ２０１４年７月２３日に出願された米国特許出願第６２／０２８，
００２号及び同第６２／０２８，０２０号の優先権及び全ての利益を主張するものであり
、これら出願の内容は、参照により本明細書に援用される。
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【０００２】
　本開示は概して、カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラストマー組成物
に関する。より詳細には、本開示は概して、キャリア流体と、２種類の直鎖オルガノポリ
シロキサンのヒドロシリル化反応生成物を含む粘液性シリコーン流体と、を含むシリコー
ンエラストマー組成物に関する。シリコーンエラストマー組成物はまた、シリコーンエラ
ストマーをも含む。
【０００３】
　シリコーン流体は、業界において広く使用されている。最も一般的に使用されるシリコ
ーン流体は、ジメチルシロキサン流体であり、これは典型的には、低分子量環状分子であ
る。もっとも、高分子量及び高度に分枝化した流体もまた、多くの用途において使用され
ている。
【０００４】
　粘弾性流体が回転するロッドを上昇する現象は、ワイセンベルク効果として知られ、Ｓ
ｔａｒｃｈ等によって記載のとおり（米国特許出願公開第２０１２／０２２０５４９（Ａ
１）号）、ポリマーの溶液及びシリコーン流体で観察されてきた。この挙動は、剪断応力
下で進展する、ポリマー鎖間の絡み合いが代表的なものである。これらの粘性シリコーン
流体は、パーソナルケア製品に使用されている高分子量の高度に分枝化したオルガノポリ
シロキサンであり、例えば、図１Ａ及び図１Ｂに示されている。
【０００５】
　これらの分枝化したオルガノポリシロキサンは、オルガノハイドロジェンシクロシロキ
サンとアルケニル官能化ポリジメチルシロキサンとの反応によって得ることができる。し
かしながら、これらの粘性シリコーン流体は、化学量論に非常に敏感な工程を用いて生成
される。この理由により、予想可能な生成物を一貫して高収率で生産するのは困難である
。更に、これらの高度に分枝化したオルガノポリシロキサンは、立体的な障害があり、大
きな側鎖を付加するのは困難である。したがって、改善の余地がある。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本開示の他の利点は容易に理解されると考えられ、下記の発明を実施するための形態を
参照し、添付の図面と併せて考慮することによってより良く理解される。
【図１Ａ】高度に分枝化した／環状反応物質を使用した従来技術の反応を示す概略反応図
である。
【図１Ｂ】高度に分枝化した／環状反応物質を使用した従来技術の反応を示す第２の概略
反応図である。
【図２】第１の直鎖オルガノポリシロキサン及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンを使
用した本開示の１つの非限定的な反応を示す概略反応図である。
【図３】第１の直鎖オルガノポリシロキサン及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンを使
用した本開示の１つの非限定的な反応を示す第２の概略反応図である。
【図４】第１の直鎖オルガノポリシロキサン及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンを使
用した本開示の１つの非限定的な反応を示す第３の概略反応図である。
【図５】実施例の様々な組成物の粘度を時間の関数として示す折れ線グラフである。
【図６】実施例の二成分配合物が依然として粘液性挙動を呈していることを示す、垂直応
力（ｙ軸）に対する剪断速度（ｘ軸）のプロットを示す折れ線グラフである。
【図７】実施例のエマルションが粘液性挙動を呈していることを示す、垂直応力（ｙ軸）
に対する剪断速度（ｘ軸）のプロットを示す折れ線グラフである。
【発明の概要】
【０００７】
　本開示は、カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラストマー組成物（「組
成物」）を提供する。本組成物は、粘液性シリコーン流体を含む。粘液性シリコーン流体
は、ヒドロシリル化反応生成物及びキャリア流体を含む。キャリア流体は、シリコーン流
体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み合わせから選択される。ヒドロシリル化反応生
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成物は、第１の直鎖オルガノポリシロキサンと第２の直鎖オルガノポリシロキサンとの反
応生成物である。第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）
単位及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位を含む。Ｒ１～Ｒ５の少なくとも１つがアルケニ
ル基である限り、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは独立して炭化水素基である。更に、第１の直鎖
オルガノポリシロキサンは、１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、重合度は１００～
１５，０００である。第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／

２）単位及び（Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位を含む。Ｒ６～Ｒ１０の少なくとも１つが
水素原子である限り、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは独立して炭化水素基である。第２の直鎖
オルガノポリシロキサンは、１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、重合度は４～１，
０００である。ヒドロシリル化反応生成物はまた、アルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基も含
む。更に、ヒドロシリル化反応生成物は、粘液性シリコーン流体の１００重量部当たり３
～３０重量部の量で存在する。更に、粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を
加えられた際に、垂直方向に観察される垂直応力の増大を呈する。本組成物はまた、ヒド
ロシリル化反応生成物とは異なるシリコーンエラストマーも含む。
【０００８】
　本開示の粘液性シリコーン流体は、典型的には、高度に再現性があり、反応物質の化学
量論には高度に敏感ではない方法を使用して、形成される。これによって、粘液性シリコ
ーン流体の形成及び収率の両方において一貫性が確保される。更に、第１及び第２のオル
ガノポリシロキサンが直鎖であるという特質により、反応中の立体障害が低減され、ヒド
ロシリル化反応生成物に大型の側鎖を、より容易に付加することが可能となる。更に、第
１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンは入手及び反応が容易である。
【０００９】
　更にまた、粘液性シリコーン流体は、パーソナルケア組成物に使用される際、皮膚上に
疑似膜を形成することができる。これによって、皮膚の被覆を向上し、より長く持続する
物理的特性を提供する。シリコーンエラストマーの添加により、組成物の物理的特性及び
官能特性をカスタマイズすることが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示は、カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラストマー組成物（「組
成物」）を提供する。組成物は、粘液性シリコーン流体及びシリコーンエラストマーを含
む。粘液性シリコーン流体は、第１の直鎖オルガノポリシロキサン及び第２の直鎖オルガ
ノポリシロキサンのヒドロシリル化反応生成物を含む。粘液性シリコーン流体はまた、キ
ャリア流体を含む。シリコーンエラストマーは、ヒドロシリル化反応生成物とは異なる。
【００１１】
　シリコーンエラストマー組成物
　組成物は、広範囲の濃度にわたり、独特のレオロジー的、視覚的、及び感覚的特性を呈
することができる。このような組成物の化学的、及びしたがって物理的特性は、組成物を
皮膚に適用した際に、親水性又は疎水性の挙動、有機的相溶性又は不相溶性、及び／又は
様々な視覚的特性を呈するように、変更することができる。例えば、特定の組成物によっ
て、構成成分の蓄積効果よりも有意な、望ましい特性を付与することができる。粘液性シ
リコーン流体及びシリコーンエラストマーを選択することによって、レオロジーを変更し
、感覚認知を改善し、視覚的効果を変えることができ、組成物の持続性を高めることがで
きる。
【００１２】
　一実施形態において、「ミスマッチ」のキャリア流体を使用し、組成物を皮膚に適用し
た際に、二重の感覚的効果をもたらす。例えば、揮発性有機キャリア流体中のシリコーン
エラストマーと不揮発性シリコーンキャリア流体中の粘液性シリコーン流体とのブレンド
は、変化する感覚的効果を呈する。適用に際し、揮発性有機キャリア流体の効果は、容易
に認識できる。しかしながら、時間の経過後、揮発性有機キャリア流体は蒸発し、それに
よって不揮発性シリコーンキャリア流体の効果を際立たせることができる。
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【００１３】
　構成成分を選択することによってエラストマー／皮膚相互作用の持続性を加えることが
でき、持続性を向上することができる。粘液性シリコーン流体を選択することによって組
成物のレオロジーを変更することができ、二重（又は多重）の感覚／感触の製品で使用す
るために、選択をカスタマイズすることができる。
【００１４】
　粘液性シリコーン流体：
　粘液性シリコーン流体は、粘液性を呈するシリコーン流体である。本明細書で使用する
「粘液性」は、シリコーン流体のレオロジー特性を説明するもので、流体が一定に増大す
る剪断力を加えられた際に、流体は、垂直方向に観察される、増大する垂直応力を呈する
。例えば、粘液性シリコーン流体がＸ－Ｙ平面で剪断応力を受けると、Ｚ方向（剪断力の
平面に対して垂直又は法線方向）の力が生じる。シリコーン流体の粘液性レオロジーは、
制御ストレスレオメーター（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｓｔｒｅｓｓ　ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ
）を使用して測定することができる。このようなレオメーターは、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ　ＡＲ　１０００－Ｎ（１０９　Ｌｕｋｅｎｓ　Ｄｒｉｖｅ，Ｎｅｗ　Ｃａｓｔ
ｌｅ　Ｄｅｌ．１９７２０）のように市販されている。典型的には、流体試料を、平らな
ディスク（レオメーターに装着）と、ロードセルを備えた固定プレートとの間に保持する
。調節された量の力（トルク）を、ディスクに装着されたシャウトに加え、試料に剪断応
力を受けさせる。トルクを増大させ、ディスクが速度を上げながら回転すると、剪断速度
として記録される。試料は剪断応力を受けるので、垂直応力が、ロードセルによって記録
される。レオロジー特性の結果と評価は、垂直剪断速度（単位秒－１）に対する垂直応力
（単位パスカル）のプロットとして報告される。他の実施形態において、剪断速度に対す
る垂直応力のプロットが、方程式ｙ＝３．６ｘ（式中、ｙは垂直応力であり、ｘは剪断速
度である）を使用して作成したグラフ上の限界線の上方にある場合、流体は粘液性である
とみなされる。しかしながら、結果はこのような種類の報告に限定されず、当該技術分野
において認められた任意の方法を使用して報告又は評価することができる。
【００１５】
　ヒドロシリル化反応生成物：
　ヒドロシリル化反応生成物は、第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンの反応生成
物である。別の言い方をすると、ヒドロシリル化反応生成物は、第１及び第２の直鎖オル
ガノポリシロキサンのヒドロシリル化反応から生成される。典型的には、ヒドロシリル化
反応生成物それ自体は、直鎖である。様々な実施形態において、用語「直鎖」によって、
第１の直鎖オルガノポリシロキサン、第２の直鎖オルガノポリシロキサン、ヒドロシリル
化反応生成物、及び／又は粘液性シリコーン流体自体が、＜１重量％、＜０．５重量％、
＜０．１重量％、又は＜０．０１重量％のＴ単位及びＱ単位、すなわち、それぞれ式（置
換基－ＳｉＯ３／２）及び（ＳｉＯ４／２）を有するシロキシ単位を含むことが説明され
る。他の実施形態において、用語「直鎖」によって、第１の直鎖オルガノポリシロキサン
、第２の直鎖オルガノポリシロキサン、ヒドロシリル化反応生成物、及び／又は粘液性シ
リコーン流体自体が、分枝化又は高度に分枝化していないことが説明される。更に他の実
施形態において、第１の直鎖オルガノポリシロキサン、第２の直鎖オルガノポリシロキサ
ン、ヒドロシリル化反応生成物、及び／又は粘液性シリコーン流体自体のそれぞれの主鎖
は直鎖として、例えば、分枝化又は高度に分枝化していないものとして説明される。例え
ば、第１の直鎖オルガノポリシロキサン、第２の直鎖オルガノポリシロキサン、ヒドロシ
リル化反応生成物、及び／又は粘液性シリコーン流体自体のそれぞれの主鎖は典型的には
直鎖である一方で、主鎖は、主鎖に結合した、１つ以上の環状置換基、芳香族置換基、又
は非直鎖置換基を有してもよい。このような摘要において、第１の直鎖オルガノポリシロ
キサン、第２の直鎖オルガノポリシロキサン、ヒドロシリル化反応生成物、及び／又は粘
液性シリコーン流体自体並びにそれぞれの主鎖は、依然として、本明細書で使用する「直
鎖」とみなされる。更に、上記で使用した用語「分枝化した」及び「高度に分枝化した」
は、当業者によって理解されるように使用される。
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【００１６】
　１種又は複数種の第１の直鎖オルガノポリシロキサンを、１種又は複数種の第２の直鎖
オルガノポリシロキサンと反応させることができる。同様に、様々な実施形態において、
１種の第１の直鎖オルガノポリシロキサンを、２種（又はより多くの種）の第２の直鎖オ
ルガノポリシロキサンと反応させる。あるいは、２種（又はより多くの種）の第１の直鎖
オルガノポリシロキサンを、１種の第２の直鎖オルガノポリシロキサンと反応させること
ができる。このように、様々な実施形態において、本明細書において「第１の直鎖オルガ
ノポリシロキサン」を使用する場合は必ず、２種又はより多くの種の第１の直鎖オルガノ
ポリシロキサンを使用することができる。他の実施形態において、本明細書において「第
２の直鎖オルガノポリシロキサン」を使用する場合は必ず、２種又はより多くの種の第２
の直鎖オルガノポリシロキサンを使用することができる。
【００１７】
　ヒドロシリル化反応生成物は、（例えば第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンの
反応の結果としての）アルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含む。様々な実施形態において
、アルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基は、ヒドロシリル化反応生成物及び／又は粘液性シリ
コーン流体の総重量を基準として、百万分率（ｐｐｍ）又は十億分率（ｐｐｂ）のレベル
で観察することができる。他の実施形態において、アルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基は、
ヒドロシリル化反応生成物を生成するために使用された反応物質（例えば第１及び第２の
直鎖オルガノポリシロキサン）のＳｉ－Ｈ官能基に対するアルケニル基のモル比を基準と
して理解される。例えば、ヒドロシリル化反応生成物を（例えば第１及び第２の直鎖オル
ガノポリシロキサンから）生成するために使用された、Ｓｉ－Ｈ単位に対するアルケニル
基単位の比は、＜１又は＞１であり得る。様々な実施形態において、この比は、０．０１
～＜１、０．１～＜１、０．２～０．９、０．３～０．８、０．４～０．７、又は０．５
～０．６である。他の実施形態において、この比は、＞１、＞１～１００、＞１～５０、
＞１～２５、＞１～１５、＞１～１０、又は＞１～５である。典型的には、アルケニル基
のＳｉ－Ｈ単位に対する比は、厳密に１とはならない。しかしながら、比１は、一実施形
態において企図される。上記の任意及び全ての値又はその間の値の範囲も使用してもよい
ことが企図される。図２、３及び４は概して、アルケニル官能基を有するヒドロシリル化
反応生成物を示す。
【００１８】
　様々な実施形態において、ヒドロシリル化反応生成物は、粘液性シリコーン流体の１０
０重量部当たり、３～３０、３～２５、４～２５、５～２５、５～２０、５～１５、５～
１０、５～９、６～９、又は７～８重量部の量で存在する。この重量部の単位で示された
量はまた、「％固形分」又は「％有効成分（複数可）」として記載される場合がある。上
記の任意及び全ての値又はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００１９】
　ヒドロシリル化反応生成物は、エラストマー、例えばゆるく架橋されたエラストマーと
して説明することができる。キャリア流体と組み合わせると、ヒドロシリル化反応生成物
は、キャリア流体中によく溶ける。ヒドロシリル化反応生成物自体の重合度は、第１及び
第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度に左右され得る。様々な実施形態において、
第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンの両方の高い重合度により、ヒドロシリル化
反応生成物に固い架橋を付与する。他の実施形態において、第１及び第２の直鎖オルガノ
ポリシロキサンの一方又は他方の高い重合度により、ヒドロシリル化反応生成物に中程度
の架橋を付与する。更に他の実施形態において、第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキ
サンの両方の低い重合度により、ヒドロシリル化反応生成物に、低い程度の、例えばゆる
い架橋を付与する。
【００２０】
　第１の直鎖オルガノポリシロキサン
　第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、それぞれＭ単位及びＤ単位としても既知の、（
Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）単位及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位を含む。Ｒ１～Ｒ５
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の少なくとも１つがアルケニル基である限り、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは独立して炭化水素
基である。炭化水素基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル及びヘキシル等
の、１～２０、２～１５、３～１０、５～１０個等の炭素原子を有するアルキル基、シク
ロヘキシル及びシクロヘプチル等のシクロアルキル基、フェニル、トリル及びキシリル等
の、６～１２個の炭素原子を有するアリール基、ベンジル及びフェニルエチル等の、７～
２０個の炭素原子を有するアラルキル基とすることができる。炭化水素基はまた、ビニル
、アリル、ブテニル、ペンテニル、ヘキセニル及びデセニル、典型的にはビニル又はヘキ
セニル基等の、２～２０個の炭素原子を有するアルケニル基とすることができる。あるい
は、炭化水素基は、１個以上のハロゲン原子を含んでもよい。上記の任意及び全ての値又
はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００２１】
　第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、ホモポリマー、コポリマー又はターポリマーと
することができる。非限定的な例としては、ジメチルシロキシ単位及びフェニルメチルシ
ロキシ単位を含むコポリマー、ジメチルシロキシ単位及び３，３，３－トリフルオロプロ
ピルメチルシロキシ単位を含むコポリマー、ジメチルシロキシ単位及びジフェニルシロキ
シ単位を含むコポリマー、並びに特に、ジメチルシロキシ単位、ジフェニルシロキシ単位
及びフェニルメチルシロキシ単位の共重合体が挙げられる。第１の直鎖オルガノポリシロ
キサンは、典型的には直鎖の主鎖を有するが、主鎖に結合した非直鎖の置換基を含んでも
よい。
【００２２】
　様々な実施形態において、第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、＜１重量％、＜０．
５重量％、＜０．１重量％、又は＜０．０１重量％のＴ単位及び／又はＱ単位を含む。あ
るいは、第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、Ｔ単位及び／又はＱ単位を含まない。他
の実施形態において、第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度（ＤＰ）は、１００～
１５，０００、５００～１５，０００、２，０００～１５，０００、５，０００～１５，
０００、７，５００～１５，０００、８，０００～１５，０００、１０，０００～１２，
０００、又は約１０，０００である。上記の任意及び全ての値又はその間の値の範囲も使
用してもよいことが企図される。
【００２３】
　一実施形態において、第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、ポリジオルガノシロキサ
ンガムである。本明細書で使用するポリジオルガノシロキサンガムは、主にＤ単位を含む
。例えば、ポリジオルガノシロキサンガム自体の粘度は、２５℃において少なくとも１，
０００，０００、又は少なくとも２，０００，０００ｍｍ２／秒である。あるいは、分子
量は、米国材料試験協会（ＡＳＴＭ）試験方法９２６によって測定される、少なくとも４
０のウイリアムス可塑度をポリジオルガノシロキサンガムに付与するのに十分な程度とす
ることができる。典型的には、可塑度は、４０～２００又は５０～１５０である。あるい
は、ポリジオルガノシロキサンガムの分子量は、少なくとも６００，０００、少なくとも
１，０００，０００、又は少なくとも２，０００，０００ダルトンである。上記の任意及
び全ての値又はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００２４】
　ポリジオルガノシロキサンガムの特定の非限定的な実例としては、トリメチルシロキシ
－末端封鎖ジメチルシロキサン、トリメチルシロキシ－末端封鎖ジメチルシロキサン－メ
チルビニルシロキサンコポリマー；トリメチルシロキシ－末端封鎖メチルフェニルシロキ
サン－ジメチルシロキサン－メチルビニルシロキサンコポリマー；トリメチルシロキシ－
末端封鎖３，３，３－トリフルオロプロピルメチルシロキサンコポリマー；トリメチルシ
ロキシ－末端封鎖３，３，３－トリフルオロプロピルメチル－メチルビニルシロキサンコ
ポリマー；ジメチルビニルシロキシ－末端封鎖ジメチルポリシロキサン；ジメチルビニル
シロキシ－末端封鎖ジメチルシロキサン－メチルビニルシロキサンコポリマー；ジメチル
ビニルシロキシ－末端封鎖メチルフェニルポリシロキサン；ジメチルビニルシロキシ－末
端封鎖メチルフェニルシロキサン－ジメチルシロキサン－メチルビニルシロキサンコポリ
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マー；及び少なくとも一方の末端基がジメチルヒドロキシシロキシである同様のコポリマ
ーが挙げられる。ポリジオルガノシロキサンガムはまた、２種以上のオルガノポリシロキ
サンであるか、又は２種以上のオルガノポリシロキサンを含んでもよい。ポリジオルガノ
シロキサンガムの調製方法は周知であり、多くが市販されている。
【００２５】
　他の実施形態において、第１の直鎖オルガノポリシロキサンは流体である。例えば、流
体の粘度は、２５℃において、１，０００～１００，０００、２５，０００～１００，０
００、２５，０００～７５，０００、５０，０００～７５，０００、５０，０００～６５
，０００、又は５５，０００～６０，０００ｍｍ２／秒である。あるいは、流体の分子量
は、７，５００～７００，０００、５０，０００～５００，０００、又は１００，０００
～２５０，０００ダルトンである。他の実施形態において、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登
録商標）（「ＤＣ」）流体の、４－２７６４、２－７８９１、２－７７５４、２－７８９
１及び２－７４６３、ＳＦＤ－１１７、ＳＦＤ－１１９、ＳＦＤ－１２０、ＳＦＤ－１２
８、ＳＦＤ－１２９、５－８７０９、ＬＶ、２－７０３８、２－７８９２、２－７２８７
、２－７４６３、ジヘキセニル末端７６９２、７６９７、並びに２－７０６３及び２－７
７４８、並びにこれらの組み合わせを使用することができる。上記の任意及び全ての値又
はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００２６】
　第２の直鎖オルガノポリシロキサン
　第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）単位及び（Ｒ９

Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位を含む。Ｒ６～Ｒ１０の少なくとも１つが水素原子である限り
、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは独立して炭化水素基である。炭化水素基は、上記のいずれか
とすることができる。
【００２７】
　様々な実施形態において、第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、＜１重量％、＜０．
５重量％、＜０．１重量％、又は＜０．０１重量％のＴ単位及び／又はＱ単位を含む。あ
るいは、第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、Ｔ単位及び／又はＱ単位を全く含まなく
てもよい。他の実施形態において、第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は、４～
１，０００、８～５００、２５～４００、５０～３００、７５～２００、又は７５～１０
０、あるいは１００～５００、１００～４００、１００～３００、１００～２００、７５
～１５０、７５～１２５、又は約１００である。上記の任意及び全ての値又はその間の値
の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００２８】
　第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、上記のように、ゴム又は流体である。第２の直
鎖オルガノポリシロキサンの非限定的な例はＤＣ流体の、５－０２１０、６－３５７０、
１－８１１４、１－３５０２、ＯＦＸ－５０５７、ＯＦＸ－５０８４、ＯＦＸ－５６２５
、ＭＨＸ－１１０７、及びこれらの組み合わせである。これらは全て、ＳｉＨペンダント
、ＳｉＨ末端、又はＳｉＨホモポリマーを代表する市販製品である。
【００２９】
　第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンは典型的には共に反応し、ヒドロシリル化
生成物を生成する。この反応は、典型的には、ヒドロシリル化触媒の存在下で起こる。ヒ
ドロシリル化触媒は、当該技術分野において既知の任意のものであってもよい。例えば、
ヒドロシリル化触媒は、白金族金属含有触媒であってもよい。「白金族」とは、ルテニウ
ム、ロジウム、パラジウム、オスミウム、イリジウム及び白金、並びにこれらの錯体を意
味する。本明細書で有用な白金族金属含有触媒の非限定的な例は、米国特許第３，４１９
，５９３号、同第５，１７５，３２５号、同第３，９８９，６６８号、同第５，０３６，
１１７号、同第３，１５９，６０１号、同第３，２２０，９７２号、同第３，２９６，２
９１号、同第３，５１６，９４６号、同第３，８１４，７３０号、及び同第３，９２８，
６２９号に記載のように調製される白金錯体であり、これらの記載のそれぞれは、１つ以
上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
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【００３０】
　ヒドロシリル化触媒は、白金族金属、シリカゲル若しくは粉末木炭等のキャリア上に付
着された白金族金属、又は白金族金属の化合物若しくは錯体とすることができる。典型的
なヒドロシリル化触媒としては、六水和物型若しくは無水物型のいずれかの塩化白金酸、
及び／又は塩化白金酸を、ジビニルテトラメチルジシロキサン等の脂肪族不飽和有機ケイ
素化合物、若しくは、米国特許第６，６０５，７３４号に記載の、アルケン－白金－シリ
ル錯体と反応させることを含む方法によって得られる白金含有触媒が挙げられ、本記載は
、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
一例は（ＣＯＤ）Ｐｔ（ＳｉＭｅＣｌ２）２（式中、「ＣＯＤ」は１，５－シクロオクタ
ジエンであり、「Ｍｅ」はメチルである）である。これらのアルケン－白金－シリル錯体
は、例えば、０．０１５モルの（ＣＯＤ）ＰｔＣｌ２を、０．０４５モルのＣＯＤ及び０
．０６１２モルのＨＭｅＳｉＣｌ２と混合することによって調製してもよい。
【００３１】
　使用されるヒドロシリル化触媒の量は、典型的には、特定の触媒によって異なる。ヒド
ロシリル化触媒は、典型的には、粘液性シリコーン流体の百万部を基準として、総重量固
形分（全非溶媒原材料）に対し、少なくとも２ｐｐｍ、より典型的には４～２００ｐｐｍ
の白金を提供するのに十分な量で使用される。様々な実施形態において、ヒドロシリル化
触媒は、同じ基準で、１～１５０重量ｐｐｍの白金を提供するのに十分な量で存在する。
ヒドロシリル化触媒は、単一種として又は２種以上の異なる種の混合物として添加しても
よい。
【００３２】
　任意選択の化合物（複数可）：
　粘液性シリコーン流体はまた、１種以上の任意選択の化合物を含んでもよい。あるいは
、ヒドロシリル化反応生成物は、第１の直鎖オルガノポリシロキサン、第２の直鎖オルガ
ノポリシロキサン、及び１種以上の下記の任意選択の化合物の、例えば前述のヒドロシリ
ル化触媒存在下での反応生成物として更に定義することができる。あるいは、第１の直鎖
オルガノポリシロキサンは、第２の直鎖オルガノポリシロキサンとの反応の前に、任意選
択の化合物と反応させてもよい。他の実施形態において、第２の直鎖オルガノポリシロキ
サンは、第１の直鎖オルガノポリシロキサンとの反応の前に任意選択の化合物と反応させ
てもよく、依然として第２の直鎖オルガノポリシロキサンの一般的説明の範囲内にある。
例えば、一実施形態において、第１のタイプの第２の直鎖オルガノポリシロキサンを任意
選択の化合物と反応させ、第２のタイプの第２の直鎖オルガノポリシロキサンを生成する
ことができる。あるいは、この第１のタイプの第２の直鎖オルガノポリシロキサンを、広
範な第２の直鎖オルガノポリシロキサンの（第１）種と記述することができる。一実施形
態において、第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、第１種の第２の直鎖オルガノポリシ
ロキサンと、モノ末端脂肪族不飽和炭化水素基を有する化合物又は本明細書に記載の他の
任意選択の化合物のいずれかと、の反応生成物を含む。
【００３３】
　このような任意選択の化合物の非限定的な例としては、モノ末端脂肪族不飽和炭化水素
基を有する化合物又はこのような化合物の混合物が挙げられる。例えば、この任意選択の
化合物は、１つの末端不飽和脂肪族炭化水素基を有する、６～３０個の炭素原子を含有す
る炭化水素、及び／又は１つの末端不飽和脂肪族基を有するポリオキシアルキレンである
か、これらの化合物を含んでもよい。
【００３４】
　この任意選択の化合物の使用により、得られるヒドロシリル化反応生成物及び／又は粘
液性シリコーン流体の化学的及び物理的特性を変えることができる。例えば、任意選択の
化合物は、ヒドロシリル化反応生成物に炭化水素基を付加し、これによって、粘液性シリ
コーン流体に、より疎水性の特徴を加えることができる。反対に、任意選択の化合物が、
例えばエチレンオキシド単位を主に有するポリオキシアルキレンである場合、これを使用
することにより、ヒドロシリル化反応生成物及び／又は粘液性シリコーン流体の親水性を
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高めることになる。
【００３５】
　任意選択の化合物中の不飽和脂肪族炭化水素基（複数可）は、アルケニル基又はアルキ
ニル基とすることができる。アルケニル基の代表的な非限定例は、次の構造によって示さ
れる；Ｈ２Ｃ＝ＣＨ－、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２－、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２－、Ｈ２Ｃ
＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２－、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、及びＨ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨ２－。アルキニル基の代表的な非限定例は、次の構造によって示される；
ＨＣ≡Ｃ－、ＨＣ≡ＣＣＨ２－、ＨＣ≡ＣＣ（ＣＨ３）－、ＨＣ≡ＣＣ（ＣＨ３）２－、
及びＨＣ≡ＣＣ（ＣＨ３）２ＣＨ２－。
【００３６】
　他の実施形態において、１つの末端不飽和脂肪族基を有する、６～３０個の炭素を含有
する炭化水素は、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、１－ウンデセン、１－デカ
デセン、及び類似の同族体等のα－オレフィンから選択してもよい。あるいは、任意選択
の化合物はまた、α－メチルスチレン等の、アリール含有炭化水素から選択してもよい。
【００３７】
　更にまた、任意選択の化合物は、平均式：Ｒ’Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ
）ｄ’（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｅ］－Ｒ”（式中、Ｒ’は、２～１２個の炭素原子を含有する一価
の不飽和脂肪族炭化水素基であり、ｃ’は０～１００であり、ｄ’は０～１００であり、
「ｅ」は０～１００であり、ただし、ｃ’、ｄ’、及びｅの合計は＞０、かつＲ”は、水
素、アシル基、又は１～８個の炭素を含有する一価の炭化水素基である）を有するポリオ
キシアルキレンから選択することができる。任意選択の化合物として有用な、ポリオキシ
アルキレンの代表的な非限定例としては、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、
Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）

ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、
Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ

３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝ＣＣ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ
、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ

２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）

ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ

６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ

４Ｏ）ｃ’ＣＨ３、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、ＨＣ≡
ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、及びＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２

Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３（式中、ｃ’及びｄ’は、上記のとおりである）が挙げられ
る。
【００３８】
　更に他の実施形態において、任意選択の化合物は、不飽和脂肪族基を有する、直鎖又は
分枝鎖シロキサンである。あるいは、任意選択の化合物は、１種の不飽和脂肪族基（例え
ばアリル、キシリトール又はアリルグリセリン）を有するポリオールとすることができる
。
【００３９】
　キャリア流体：
　粘液性シリコーン流体はまた、キャリア流体を含む。キャリア流体は、典型的には、シ
リコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み合わせから選択される。好適なキャ
リア流体としては、直鎖及び環状の両方のシリコーン、有機油、有機溶媒、及びこれらの
組み合わせが挙げられる。具体的な溶媒の例は、米国特許第６，２００，５８１号に見い
だすことができ、本記載は、これらの溶媒に関連する様々な非限定的実施形態における参
照により、本明細書に明示的に援用される。
【００４０】
　一実施形態において、キャリア流体はポリジメチルシロキサンである。様々な他の実施
形態において、キャリア流体は、２５℃で測定される粘度が１～１，０００ｍｍ２／秒の
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低粘度シリコーン又は揮発性メチルシロキサン又は揮発性エチルシロキサン又は揮発性メ
チルエチルシロキサン、例えば、ヘキサメチルシクロトリシロキサン、オクタメチルシク
ロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシ
ロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペ
ンタシロキサン、テトラデカメチルヘキサシロキサン、ヘキサデカメチルヘプタシロキサ
ン、ヘプタメチル－３－｛（トリメチルシリル）オキシ）｝トリシロキサン、ヘキサメチ
ル－３，３，ビス｛（トリメチルシリル）オキシ｝トリシロキサン、及びペンタメチル｛
（トリメチルシリル）オキシ｝シクロトリシロキサン、並びにポリジメチルシロキサン、
ポリエチルシロキサン、ポリメチルエチルシロキサン、ポリメチルフェニルシロキサン、
ポリジフェニルシロキサン、並びにこれらの組み合わせである。好適なキャリア流体の例
としては、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）２００流体、例えば２ｍｍ２／秒及び５
ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ及び５ｃＳｔ）、並びにＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＦＺ
－３１９６が挙げられる。
【００４１】
　有機溶媒としては、芳香族炭化水素、脂肪族炭化水素、アルコール、アルデヒド、ケト
ン、アミン、エステル、エーテル、グリコール、グリコールエーテル、ハロゲン化アルキ
ル、ハロゲン化芳香族化合物、及びこれらの組み合わせを挙げることができるが、これら
に限定されない。イソドデカン、イソヘキサデカン、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌ（Ｃ１１－Ｃ１３

）、Ｉｓｏｐａｒ　Ｈ（Ｃ１１－Ｃ１２）、水素添加ポリデセン、及びこれらの組み合わ
せを含む炭化水素もまた、使用することができる。イソデシルネオペンタノエート、ネオ
ペンチルグリコールヘプタノエート、グリコールジステアレート、ジカプリリルカーボネ
ート、ジエチルヘキシルカーボネート、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル（Ｐｎ
Ｂ）、エチル－３エトキシプロピオネート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテ
ート、トリデシルネオペンタノエート、プロピレングリコールメチルエーテルアセテート
（ＰＧＭＥＡ）、プロピレングリコールメチルエーテル（ＰＧＭＥ）、オクチルドデシル
ネオペンタノエート、ジイソブチルアジペート、ジイソプロピルアジペート、プロピレン
グリコールジカプリレート／ジカプレート、オクチルパルミテート、及びこれらの組み合
わせを含むエーテル及びエステルもまた、使用することができる。有機脂肪、油、脂肪酸
、脂肪アルコール、及びこれらの組み合わせもまた、使用することができる。
【００４２】
　キャリア流体の粘度は、典型的には、２５℃の測定で、１～１，０００、２～５０、又
は５～５０、あるいは２～２０、２～１５、２～１０、又は２～５ｍｍ２／秒である。キ
ャリア流体は、粘液性シリコーン流体中に、典型的には、粘液性シリコーン流体の１００
重量部当たり、７０～９７、７５～９５、８０～９５、８５～９５、９０～９５、９３～
９５、９１～９５、９２～９４、又は９２～９３重量部の量で存在する。上記の任意及び
全ての値又はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００４３】
　キャリア流体とヒドロシリル化反応生成物との組み合わせにより、粘液性シリコーン流
体には、パスカル秒（Ｐａ・ｓ）の単位で測定し、かつ剪断速度秒－１に対して採取した
粘度０．１～７５、０．３～１５、０．５～５、又は１～３Ｐａ・ｓがもたらされる。こ
れらの粘度の値は、典型的には、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ＡＲ　１０００－Ｎ等
の制御ストレスレオメーターを使用して測定される。様々な実施形態において、本明細書
で使用する用語「流体」は、重力等の力が加えられたとき、その構成成分の粒子が互いに
通過し合うことができる、すなわち流動する液体について説明する。この実施形態におい
て、「流体」は、流動しない「ゲル」は、包含しない。他の実施形態において、粘液性シ
リコーン流体の粘度は、２３℃において少なくとも１００、少なくとも２００、又は少な
くとも３００ｍＰａｓ（ｃＰ）であり、それぞれは上記の値のうちの１つの最大値である
。上記の任意及び全ての値又はその間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【００４４】
　シリコーンエラストマー：
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　組成物はまた、ヒドロシリル化反応生成物とは異なるシリコーンエラストマーも含む。
より詳細には、シリコーンエラストマー及びヒドロシリル化生成物は同じ化合物ではない
が、非常に類似している。シリコーンエラストマーは特に限定されず、当業者によって理
解されるように、当該技術分野において既知の任意のものである。シリコーンエラストマ
ーは、典型的には、組成物中に、組成物の１００重量部当たり、１～５０、２～４０、３
～３０、３～２５、４～２５、５～２５、５～２０、５～１５、５～１０、５～９、６～
９、又は７～８重量部の量で存在する。上記の任意及び全ての値又はその間の値の範囲も
使用してもよいことが企図される。
【００４５】
　好適なシリコーンエラストマーの第１の非限定的な例
　好適なシリコーンエラストマーは、（Ａ）≡Ｓｉ－Ｈ含有ポリシロキサンと、（Ｂ）白
金触媒存在下のα，ω－ジエンと、（Ｃ）低分子量直鎖又は環状ポリシロキサンと、の間
の架橋反応によって調製することができる。シリコーンエラストマーは、低分子量ポリシ
ロキサンによって、剪断力下で膨潤することができる。６５～９８重量％の低分子量ポリ
シロキサンを含有するエラストマーは安定であり、広範囲の粘度を有する、均質なシリコ
ーンペーストを形成する。
【００４６】
　シリコーンペーストは、清澄度、チキソトロピー、ずり減粘を含む優れた特性を有する
傾向があり、皮膚上で滑らかに広がる。これらは、化粧品及び医薬品において、基油とし
て適用することができる。シリコーンエラストマーは、粉にしてシリコーンパウダーを形
成することができる。シリコーンパウダーには、皮膚に容易にすり込まれる、独特の特性
があり、シリコーン樹脂をシリコーンパウダー中に組み込み、皮膚に適用される組成物の
持続性を向上することができる。これらの材料は、制汗剤及び防臭剤等の固形化粧品にお
ける用途には理想的である。
【００４７】
　構成成分（Ａ）は、本明細書でタイプＡ１と称する、式：Ｒ３ＳｉＯ（Ｒ’２ＳｉＯ）

ａ（Ｒ”ＨＳｉＯ）ｂＳｉＲ３の化合物、及び本明細書でタイプＡ２と称する、式：ＨＲ

２ＳｉＯ（Ｒ’２ＳｉＯ）ｃＳｉＲ２Ｈ又は式：ＨＲ２ＳｉＯ（Ｒ’２ＳｉＯ）ａ（Ｒ”
ＨＳｉＯ）ｂＳｉＲ２Ｈの化合物によって表される。これらの式中、Ｒ、Ｒ’、及びＲ”
は、１～６個の炭素原子を有するアルキル基であり、「ａ」は０～２５０であり、「ｂ」
は１～２５０であり、かつ「ｃ」は０～２５０である。化合物Ａ２：Ａ１のモル比は、０
～２０又は０～５である。タイプＡ１及びＡ２の化合物を反応に使用することができるが
、タイプＡ１の化合物のみを使用して反応を首尾よく実施することも可能である。
【００４８】
　構成成分（Ｂ）は、式：ＣＨ２＝ＣＨ（ＣＨ２）ｘＣＨ＝ＣＨ２（式中、ｘは１～２０
である）の化合物である。好適なα，ω－ジエンは、１，４－ペンタジエン、１，５－ヘ
キサジエン、１，６－ヘプタジエン、１，７－オクタジエン、１，８－ノナジエン、１，
９－デカジエン、１，１１－ドデカジエン、１，１３－テトラデカジエン、及び１，１９
－エイコサジエンである。
【００４９】
　不可及び架橋反応は、構成成分（Ａ）と（Ｂ）との間の反応を実施するために、触媒を
必要とする。好適な触媒は、ＶＩＩＩ族遷移金属、すなわち貴金属である。このような貴
金属触媒は、米国特許第３，９２３，７０５号に記載されており、本記載は、白金触媒を
示すための、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援
用される。他の好適な触媒及びそれらの量は、上記、例えば白金族金属含有触媒のとおり
である。
【００５０】
　１つの白金触媒のタイプは、カールシュテットの米国特許第３，７１５，３３４号及び
同第３，８１４，７３０号に記載のカールシュテット触媒であり、これらの記載のそれぞ
れは、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用され
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る。カールシュテット触媒は、典型的には、トルエン等の溶媒中に約１重量パーセントの
白金を含有する白金ジビニルテトラメチルジシロキサン錯体である。もう１つの白金触媒
のタイプは、塩化白金酸と、末端脂肪族不飽和を含有する有機ケイ素化合物と、の反応生
成物である。この触媒は、米国特許第３，４１９，５９３号に記載されており、本記載は
、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
貴金属触媒は、構成成分（Ａ）の１００重量部当たり、０．００００１～０．５、０．０
０００１～０．０２、又は０．００００１～０．００２重量部の量で使用される。
【００５１】
　語句「低分子量シリコーンオイル（Ｃ）」は、（ｉ）低分子量直鎖及び環状揮発性メチ
ルシロキサン、（ｉｉ）低分子量直鎖及び環状揮発性及び非揮発性アルキル及びアリール
シロキサン、並びに（ｉｉｉ）低分子量直鎖及び環状官能性シロキサンを包含することを
意図している。しかしながら、最も好ましいのは、低分子量直鎖及び環状揮発性メチルシ
ロキサン（ＶＭＳ）である。
【００５２】
　ＶＭＳ化合物は、平均単位式：（ＣＨ３）ａＳｉＯ（４－ａ）／２（式中、「ａ」の平
均値は２～３である）に対応する。ＶＭＳ化合物は、≡Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ≡結合が結合した
シロキサン単位を含有する。代表的なシロキサン単位は、（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２、（
ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２、ＣＨ３ＳｉＯ３／２、及びＳｉＯ４／２であり、最後の２つの
シロキサン単位を含むことにより、分枝化した直鎖又は環状ＶＭＳを生成することができ
る。
【００５３】
　直鎖ＶＭＳは式：（ＣＨ３）３ＳｉＯ｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝ｙＳｉ（ＣＨ３）３（式
中、ｙは０～５である）を有する。環状ＶＭＳは式：｛（ＣＨ３）２ＳｉＯ｝ｚ（式中、
ｚは３～６である）を有する。典型的には、これらのＶＭＳの沸点は約２５０℃未満、粘
度は約０．６５～５．０ｍｍ２／秒である。
【００５４】
　これらのＶＭＳは、下記の構造で表され、式中、ｘ及びｙは０～５である。
【００５５】

【化１】

【００５６】
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　代表的な直鎖ＶＭＳ（Ｉ）は、ヘキサメチルジシロキサン（ＭＭ）、沸点１００℃、粘
度０．６５ｍｍ２／秒、及び式Ｍｅ３ＳｉＯＳｉＭｅ３；オクタメチルトリシロキサン（
ＭＤＭ）、沸点１５２℃、粘度１．０４ｍｍ２／秒、及び式Ｍｅ３ＳｉＯＭｅ２ＳｉＯＳ
ｉＭｅ３；デカメチルテトラシロキサン（ＭＤ２Ｍ）、沸点１９４℃、粘度１．５３ｍｍ
２／秒、及び式Ｍｅ３ＳｉＯ（Ｍｅ２ＳｉＯ）２ＳｉＭｅ３；ドデカメチルペンタシロキ
サン（ＭＤ３Ｍ）、沸点２２９℃、粘度２．０６ｍｍ２／秒、及び式Ｍｅ３ＳｉＯ（Ｍｅ

２ＳｉＯ）３ＳｉＭｅ３；テトラデカメチルヘキサシロキサン（ＭＤ４Ｍ）、２４５℃、
粘度２．６３ｍｍ２／秒、及び式Ｍｅ３ＳｉＯ（Ｍｅ２ＳｉＯ）４ＳｉＭｅ３；並びにヘ
キサデカメチルヘプタシロキサン（ＭＤ５Ｍ）、沸点２７０℃、粘度３．２４ｍｍ２／秒
、及び式Ｍｅ３ＳｉＯ（Ｍｅ２ＳｉＯ）５ＳｉＭｅ３である。
【００５７】
　代表的な環状ＶＭＳ（ＩＩ）は、ヘキサメチルシクロトリシロキサン（Ｄ３）、固体、
沸点１３４℃、及び式｛（Ｍｅ２）ＳｉＯ｝３；オクタメチルシクロテトラシロキサン（
Ｄ４）、沸点１７６℃、粘度２．３ｍｍ２／秒、及び式｛（Ｍｅ２）ＳｉＯ｝４；デカメ
チルシクロペンタシロキサン（Ｄ５）、沸点２１０℃、粘度３．８７ｍｍ２／秒、及び式
｛（Ｍｅ２）ＳｉＯ｝５；並びにドデカメチルシクロヘキサシロキサン（Ｄ６）、沸点２
４５℃、粘度６．６２ｍｍ２／秒、及び式｛（Ｍｅ２）ＳｉＯ｝６である。
【００５８】
　代表的な分枝鎖ＶＭＳ（ＩＩＩ）及び（ＩＶ）は、ヘプタメチル－３－｛（トリメチル
シリル）オキシ｝トリシロキサン（Ｍ３Ｔ）、沸点１９２℃、粘度１．５７ｍｍ２／秒、
及び式Ｃ１０Ｈ３０Ｏ３Ｓｉ４；ヘキサメチル－３，３，ビス｛（トリメチルシリル）オ
キシ｝トリシロキサン（Ｍ４Ｑ）、沸点２２２℃、粘度２．８６ｍｍ２／秒、及び式Ｃ１

２Ｈ３６Ｏ４Ｓｉ５；並びにペンタメチル｛（トリメチルシリル）オキシ｝シクロトリシ
ロキサン（ＭＤ３）、式Ｃ８Ｈ２４Ｏ４Ｓｉ４である。
【００５９】
　代表的な直鎖ポリシロキサンは式Ｒ３ＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｙＳｉＲ３の化合物であり
、代表的な環状ポリシロキサンは式（Ｒ２ＳｉＯ）ｚの化合物である。Ｒは炭素原子数１
～６のアルキル基、又はフェニル等のアリール基である。「ｙ」の値は０～８０又は０～
２０である。「ｚ」の値は０～９又は４～６である。これらのポリシロキサンの粘度は、
通常約１～１００ｍｍ２／秒の範囲である。前述の粘度は、別途記載のない限り、通常２
５℃で測定する。
【００６０】
　他の代表的な低分子量不揮発性ポリシロキサンは一般式：
【００６１】
【化２】

【００６２】
　（式中、「ｎ」は、ポリマーに対して約１００～１，０００センチストークスの範囲の
粘度をもたらす値を有し、Ｒ１及びＲ２は独立して、炭素原子数１～２０のアルキルラジ
カル、又はフェニル等のアリール基である）を有する。典型的には、「ｎ」の値は約８０
～３７５である。実例となるポリシロキサンは、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチル
シロキサン、ポリメチルエチルシロキサン、ポリメチルフェニルシロキサン、及びポリジ
フェニルシロキサンである。
【００６３】
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　低分子量官能性ポリシロキサンの代表例としては、アクリルアミド官能性シロキサン流
体、アクリレート官能性シロキサン流体、アミド官能性シロキサン流体、アミノ官能性シ
ロキサン流体、カルビノール官能性シロキサン流体、カルボキシ官能性シロキサン流体、
クロロアルキル官能性シロキサン流体、エポキシ官能性シロキサン流体、グリコール官能
性シロキサン流体、ケタール官能性シロキサン流体、メルカプト官能性シロキサン流体、
メチルエステル官能性シロキサン流体、パーフルオロ官能性シロキサン流体、及びシラノ
ール官能性シロキサン流体を挙げることができる。
【００６４】
　≡ＳｉＨ含有ポリシロキサン（複数可）、α，ω－ジエン、低分子量シリコーンオイル
又は他の溶媒、及び触媒を合わせ、室温でゲルが形成されるまで混合することができる。
所望により、プロセスを迅速化するため、より高い温度を使用することができる。次に、
追加量の低分子量シリコーンオイル又は溶媒を、ゲルに加え、得られた混合物に剪断力を
加え、ペーストを形成する。バッチミキサー、プラネタリーミキサー、単軸又は多軸スク
リュー押出成形機、動的又は静的ミキサー、コロイドミル、ホモジナイザー、Ｓｏｎｏｌ
ａｔｏｒ、又はこれらの組み合わせ等の、任意の種類の混合及び剪断装置を用いて、これ
らの工程を実施することができる。
【００６５】
　典型的には、≡Ｓｉ－Ｈ含有ポリシロキサンとα，ω－ジエンのモル比～１：１が使用
される。材料はまた、≡Ｓｉ－Ｈ含有ポリシロキサン又はα，ω－ジエンのいずれかの過
剰量に対してプロセスを実施することによって調製することもできるが、これは、材料の
使用効率がより低いものであろうと考えられる。組成物はこの他に、概して組成物の約６
５～９８、又は約８０～９８重量％の範囲内の量の、低分子量シリコーンオイル又は他の
溶媒を含む。
【００６６】
　好適なシリコーンエラストマーの第２の非限定的な例
　別の好適なシリコーンエラストマーを、オルガノハイドロジェンシロキサン、α，ω－
不飽和ポリオキシアルキレン、及びヒドロシリル化触媒、それぞれ構成成分Ａ）、Ｂ）、
及びＣ）のヒドロシリル化反応生成物として得ることができる。用語「ヒドロシリル化」
とは、触媒（例えば、構成成分Ｃ））の存在下、ケイ素結合水素を含有する有機ケイ素化
合物（例えば、構成成分Ａ））を脂肪族不飽和を含有する化合物（例えば、構成成分Ｂ）
）に付加するという意味である。ヒドロシリル化反応は、当該技術分野において既知であ
り、任意のこのような既知の方法又は技術を用い、構成成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のヒド
ロシリル化反応を行って、シリコーン有機エラストマーを調製することができる。
【００６７】
　シリコーン有機エラストマーはまた、２～３０個の炭素を含有する炭化水素基から独立
して選択されるペンダント基及び非架橋部分と、ポリオキシアルキレン基と、これらの混
合物と、を含有してもよい。このようなペンダント基は、末端不飽和脂肪族基を有する、
２～３０個の炭素を含有する炭化水素である構成成分Ｄ’）及び／又は１つの末端不飽和
脂肪族基を有するポリオキシアルキレンである構成成分Ｄ”）の、ヒドロシリル化反応を
介した、シリコーン有機エラストマーへの、任意選択の付加によって得られる。
【００６８】
　シリコーン有機エラストマーを調製するためのヒドロシリル化反応は、溶媒の存在下で
実施してもよく、この溶媒は、後で、既知の技術によって除去する。あるいは、ヒドロシ
リル化は溶媒中で実施してもよく、この場合、この溶媒は概して、本明細書に記載のキャ
リア流体と同じである。
【００６９】
　本発明の構成成分Ａ）は、１分子当たり、平均して少なくとも２つのＳｉＨ単位を有す
る、直鎖又は分枝鎖オルガノハイドロジェンシロキサンである。本明細書で使用するオル
ガノハイドロジェンシロキサンは、ケイ素結合水素原子（ＳｉＨ）を含有する任意のオル
ガノポリシロキサンである。オルガノポリシロキサンは、（Ｒ３ＳｉＯ０．５）、（Ｒ２
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ＳｉＯ）、（ＲＳｉＯ１．５）、又は（ＳｉＯ２）シロキシ単位（式中、Ｒは任意の有機
基、例えばメチル基であってもよい）から独立して選択されるシロキシ単位を含むポリマ
ーである。これらシロキシ単位を様々な方法で組み合わせて、環状、直鎖、又は分枝鎖の
構造を形成することができる。得られるポリマー構造の化学的及び物理的特性は、多様で
あり得る。例えば、オルガノポリシロキサンは、揮発性又は低粘度の流体、高粘度の流体
／ガム、エラストマー又はゴム、及び樹脂であり得る。
【００７０】
　オルガノハイドロジェンシロキサンは、少なくとも１つのＳｉＨ含有シロキシ単位を有
するオルガノポリシロキサンであり、すなわち、オルガノポリシロキサン中の少なくとも
１つのシロキシ単位は、式：（Ｒ２ＨＳｉＯ０．５）、（ＲＨＳｉＯ）、又は（ＨＳｉＯ

１．５）を有する。したがって、本明細書で有用なオルガノハイドロジェンシロキサンは
、任意の数の（Ｒ３ＳｉＯ０．５）、（Ｒ２ＳｉＯ）、（ＲＳｉＯ１．５）、（Ｒ２ＨＳ
ｉＯ０．５）、（ＲＨＳｉＯ）、（ＨＳｉＯ１．５）又は（ＳｉＯ２）シロキシ単位を含
んでもよく、ただし、分子中に平均して少なくとも２つのＳｉＨシロキシ単位を含み、か
つオルガノハイドロジェンシロキサンは直鎖又は分枝鎖である。本明細書で使用する「直
鎖又は分枝鎖」オルガノハイドロジェンシロキサンは、環状オルガノハイドロジェンシロ
キサン構造を除外する。構成成分Ａ）は、単一の直鎖又は分枝鎖オルガノハイドロジェン
シロキサンであってもよく、又は以下の特性、すなわち、構造、粘度、平均分子量、シロ
キサン単位、及び配列のうちの少なくとも１つが異なる、２種以上の直鎖又は分枝鎖オル
ガノハイドロジェンシロキサンを含む組み合わせであってもよい。
【００７１】
　オルガノハイドロジェンシロキサンは平均式：（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２Ｓｉ

Ｏ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ（式中、Ｒ１は水素又はＲ２であり、Ｒ２は一価のヒドロカル
ビルであり、ｖは≧２であり、ｘは≧０、１～５００、又は１～２００であり、かつｙは
≧２、２～２００、又は２～１００である）を有することができる。
【００７２】
　Ｒ２は、置換若しくは非置換脂肪族又は芳香族ヒドロカルビルであり得る。一価の非置
換脂肪族ヒドロカルビルの例としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オクチル
、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル基、並びにシクロヘキシル等のシクロアル
キル基が挙げられるが、これらに限定されない。一価の置換脂肪族ヒドロカルビルの例と
しては、クロロメチル、３－クロロプロピル、及び３，３，３－トリフルオロプロピル等
のハロゲン化アルキル基が挙げられるが、これらに限定されない。芳香族炭化水素基の例
としては、フェニル、トリル、キシリル、ベンジル、スチリル、及び２－フェニルエチル
が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７３】
　一実施形態において、オルガノハイドロジェンシロキサンは追加のシロキシ単位を含有
してもよく、平均式：（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ

（Ｒ２ＳｉＯ１．５）ｚ、（Ｒ１
３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２

２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ
）ｙ（ＳｉＯ２）ｗ、（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ

（ＳｉＯ２）ｗ（Ｒ２ＳｉＯ１．５）ｚ（式中、Ｒ１は水素又はＲ２であり、Ｒ２は一価
のヒドロカルビルであり、並びにｖは≧２であり、ｗは≧０であり、ｘは≧０であり、ｙ
は≧２であり、かつｚは≧０である）、又はこれらの任意の混合物を有する。
【００７４】
　一実施形態において、オルガノハイドロジェンシロキサンは、平均式：（ＣＨ３）３Ｓ
ｉＯ［（ＣＨ３）２ＳｉＯ］ｘ［（ＣＨ３）ＨＳｉＯ］ｙＳｉ（ＣＨ３）３（式中、ｘは
≧０、１～５００、又は１～２００、かつｙは≧２、２～２００、又は２～１００である
）を有する、ジメチル、メチル－水素ポリシロキサンから選択される。
【００７５】
　一実施形態において、オルガノハイドロジェンシロキサンは、平均式：（ＣＨ３）３Ｓ
ｉＯ［（ＣＨ３）２ＳｉＯ］ｘ［（ＣＨ３）ＨＳｉＯ］ｙＳｉ（ＣＨ３）３を有する、ジ



(19) JP 2017-523283 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

メチル、メチル－水素ポリシロキサンと、平均式：Ｈ（ＣＨ３）２ＳｉＯ［（ＣＨ３）２

ＳｉＯ］ｘＳｉ（ＣＨ３）２Ｈ（式中、ｘ及びｙは上記定義のとおりである）を有するＳ
ｉＨ末端ジメチルポリシロキサンと、の混合物である。混合物中の各オルガノハイドロジ
ェンシロキサンの量は変動してもよく、あるいは、混合物中で、混合物中の全ＳｉＨの０
～８５、１０～７０、２０～６０、又は３０～５０重量％が、ＳｉＨ末端ジメチルポリシ
ロキサンのＳｉＨ含量による量であってもよい。オルガノハイドロジェンシロキサンの調
製方法は周知であり、多くが市販されている。
【００７６】
　構成成分Ｂ）は、平均式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ（Ｃ４Ｈ８Ｏ
）ｅ］－Ｒ３（式中、Ｒ３は２～１２個の炭素原子を含有する一価の不飽和脂肪族炭化水
素基であり、「ｃ」は０～５０、０～１０、又は＜２であり、「ｄ」は０～１００、１～
１００、又は５～５０であり、かつ「ｅ」は０～１００、０～５０、又は０～３０であり
、ただし、（ｄ＋ｅ）／（ｃ＋ｄ＋ｅ）の比は、＞０．５、＞０．８、又は＞０．９５で
ある）を有するポリオキシアルキレンである。
【００７７】
　構成成分Ｂ）として有用なポリオキシアルキレンは、各分子鎖末端（すなわち、α位及
びω位）において、２～１２個の炭素原子を含有する不飽和脂肪族炭化水素基で終結する
、任意のポリオキシアルキレンであり得る。ポリオキシアルキレンは、エチレンオキシド
、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、１，２－エポキシヘキサン、１，２－エポキ
シオクタン、シクロヘキセンオキシド又はエキソ－２，３－エポキシノルボラン等の環状
エポキシドの重合によって得ることができる。ポリオキシアルキレン基は、オキシエチレ
ン単位（Ｃ２Ｈ４Ｏ）、オキシプロピレン単位（Ｃ３Ｈ６Ｏ）、オキシブチレン単位（Ｃ

４Ｈ８Ｏ）、又はこれらの混合物を含んでもよい。典型的には、ポリオキシアルキレン基
は、モル基準で規定されるとき、上記の式中、下付き数字「ｃ」、「ｄ」、及び「ｅ」で
示される、オキシプロピレン又はオキシブチレン単位を主に含む。不飽和脂肪族炭化水素
基は、アルケニル基又はアルキニル基であってもよい。アルケニル基及びアルキニル基の
代表的な非限定例は、上記の構造によって示される。
【００７８】
　一実施形態において、ポリオキシアルキレンは、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］

ｄＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ２、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣＨ２Ｃ（ＣＨ

３）＝ＣＨ２、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣＨ２Ｃ≡ＣＨ、及びＨＣ≡ＣＣ（Ｃ
Ｈ３）２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣ（ＣＨ３）２Ｃ≡ＣＨ（式中、「ｄ」は上記定義のとおり
である）から選択される。
【００７９】
　各分子末端に不飽和脂肪族炭化水素基を有するポリオキシアルキレンは当該技術分野に
おいて既知であり、多くが市販されている。各分子末端に不飽和脂肪族炭化水素基を有す
るポリオキシアルキレンは、ＮＯＦ（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｏｉｌ　ａｎｄ　Ｆａｔ（Ｔｏｋｙ
ｏ，Ｊａｐａｎ）及びＣｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅｓｖｉｌｌｅ
，ＮＣ）から市販されている。
【００８０】
　ヒドロシリル化反応で使用される構成成分Ａ）及びＢ）の量は、変動してもよい。典型
的には、構成成分Ｂ）の不飽和基に対する構成成分Ａ）のＳｉＨ単位のモル比は、１０／
１～１／１０、５／１～１／５、又は２／１～１／２の範囲である。一実施形態において
、Ａ）中のＳｉＨ単位に対するＢ）中の不飽和脂肪族炭化水素基のモル比は、＞１。
【００８１】
　構成成分Ｃ）は、ヒドロシリル化反応に典型的に用いられる、任意の触媒を含む。好適
な触媒及びそれらの量は、上記、例えば白金族金属含有触媒のとおりである。
【００８２】
　シリコーン有機エラストマーはまた、２～３０個の炭素を含有する炭化水素基から独立
して選択されるペンダント基及び非架橋部分と、ポリオキシアルキレン基と、これらの混
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合物と、を含有してもよい。これらの基は、ヒドロシリル化反応を介して、１つの末端不
飽和脂肪族炭化水素基を有する有機化合物である構成成分Ｄ）を付加することによって、
シリコーン有機エラストマー上に形成される。構成成分Ｄ）は、Ｄ’）１つの末端不飽和
脂肪族炭化水素基を有する、６～３０個の炭素原子を含有する炭化水素、及び／又はＤ”
）１つの末端不飽和脂肪族基を有するポリオキシアルキレンから選択してもよい。
【００８３】
　構成成分Ｄ）の付加により、得られるシリコーン有機エラストマーの化学的及び物理的
特性を変えることができる。例えば、Ｄ’）を選択すると、シリコーン有機エラストマー
に炭化水素基が付加されるので、より疎水性の特徴がシリコーン有機エラストマーに付与
される。反対に、主にエチレンオキシド単位を有するポリオキシアルキレンを選択すると
、より親水性の高いシリコーン有機エラストマーが得られ、その後に、水又は親水性構成
成分をシリコーン有機エラストマーと組み合わせることにより、分散液又はペーストを形
成することができる。
【００８４】
　Ｄ’）又はＤ”）中の不飽和脂肪族炭化水素基は、アルケニル基又はアルキニル基であ
ってよい。アルケニル基及びアルキニル基の代表的な非限定例は、上記の構造によって示
される。
【００８５】
　１つの末端不飽和脂肪族基を有する、６～３０個の炭素を含有する炭化水素である構成
成分Ｄ’）は、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、１－ウンデセン、１－デカデ
セン、及び類似の同族体等のα－オレフィンから選択してもよい。構成成分Ｄ’）はまた
、α－メチルスチレン等のアリール含有炭化水素から選択してもよい。
【００８６】
　構成成分Ｄ”）は、平均式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’（Ｃ４

Ｈ８Ｏ）ｅ］－Ｒ４（式中、Ｒ３は、２～１２個の炭素原子を含有する一価の不飽和脂肪
族炭化水素基であり、ｃ’は０～１００であり、ｄ’は０～１００であり、かつ「ｅ」は
０～１００であり、ただし、ｃ’、ｄ’、及びｅの合計は＞０）を有するポリオキシアル
キレンから選択することができる。Ｒ４は水素、アシル基、又は１～８個の炭素を含有す
る一価の炭化水素基である。構成成分Ｄ”）として有用なポリオキシアルキレンの代表的
な非限定例としては、
　Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ

’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ

２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ

’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、Ｈ

２Ｃ＝ＣＣ（ＣＨ３）２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２

Ｈ４Ｏ）ｃ’ＣＨ３、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３

、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、Ｈ２Ｃ＝Ｃ
（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（
Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｈ、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’ＣＨ３、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（
Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’Ｈ、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ

６Ｏ）ｄ’ＣＨ３、及びＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’Ｃ（Ｏ）ＣＨ３が挙げられ
、式中、ｃ’及びｄ’は上記定義のとおりである。
【００８７】
　ポリエーテルもまた、米国特許第６，９８７，１５７号に記載のものから選択してもよ
く、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態におけるポリエーテルの教示に関する参照
により、本明細書に明示的に援用される。
【００８８】
　構成成分Ｄ’）又はＤ”）は、生成中（すなわち、構成成分Ａ）、Ｂ）、Ｃ）及びＤ）
を同時に反応させる）か、第１の反応中（例えば、構成成分Ａ）のＳｉＨ基の一部の量を
Ｃ）及びＤ）と反応させてから、Ｂ）との更なる反応が後続する）のいずれかに、シリコ
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ーン有機エラストマーに付加してもよく、又は、ＳｉＨ部分（例えば、シリコーン有機エ
ラストマー上に存在する未反応ＳｉＨ単位に由来する）を有する、生成されたシリコーン
有機エラストマーに、後で付加してもよい。
【００８９】
　ヒドロシリル化反応に用いられる構成成分Ｄ’）又はＤ”）の量は変動してもよいが、
ただし、構成成分Ｂ）及びＤ）からの反応中に存在する全脂肪族不飽和基のモル量は、構
成成分Ｂ）及びＤ）の脂肪族不飽和基に対する構成成分Ａ）のＳｉＨ単位のモル比が１０
／１～１／１０の範囲になるような量である。
【００９０】
　好適なシリコーンエラストマーの第３の非限定的な例：
　別の好適なシリコーンエラストマーは、Ａ）平均式：（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２

２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ（式中、Ｒ１は水素又はＲ２であり、Ｒ２は一価のヒド
ロカルビルであり、ｖは≧２、ｘは≧０、かつｙは≧２である）のシロキシ単位を含むオ
ルガノハイドロジェンシロキサンと、Ｂ）平均式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ（Ｃ３Ｈ

６Ｏ）ｄ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｅ］－Ｒ３（式中、Ｒ３は、２～１２個の炭素原子を含有する一
価の不飽和脂肪族炭化水素基であり、「ｃ」は０～５０であり、「ｄ」は０～１００であ
り、かつ「ｅ」は０～１００であり、ただし、（ｄ＋ｅ）／（ｃ＋ｄ＋ｅ）の比は＞０．
５）を有する第１のポリオキシアルキレンと、Ｃ）ヒドロシリル化触媒と、Ｄ）平均式：
Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｅ］－Ｒ４（式中、Ｒ
３は、２～１２個の炭素原子を含有する一価の不飽和脂肪族炭化水素基であり、ｃ’は＞
４、ｄ’及び「ｅ」は０～１００の範囲で変動してもよく、かつＲ４は水素、アシル基、
又は１～８個の炭素を含有する一価の炭化水素基である）を有する第２のポリオキシアル
キレンとを、疎水性のキャリア流体の存在下で反応させることによって、得ることができ
る。
【００９１】
　構成成分Ａ）は、平均式：（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉ

Ｏ）ｙ（式中、Ｒ１は水素又はＲ２であり、Ｒ２は一価のヒドロカルビルであり、ｖは≧
２であり、ｘは≧０、１～５００、又は１～２００であり、かつｙは≧２、２～２００、
又は２～１００である）を有する直鎖又は分枝鎖オルガノハイドロジェンシロキサンであ
る。
【００９２】
　Ｒ２は、置換若しくは非置換脂肪族又は芳香族ヒドロカルビルであり得る。一価の非置
換脂肪族ヒドロカルビルの例としては、メチル、エチル、プロピル、ペンチル、オクチル
、ウンデシル、及びオクタデシル等のアルキル基、並びにシクロヘキシル等のシクロアル
キル基が挙げられるが、これらに限定されない。一価の置換脂肪族ヒドロカルビルの例と
しては、クロロメチル、３－クロロプロピル、及び３，３，３－トリフルオロプロピル等
のハロゲン化アルキル基が挙げられるが、これらに限定されない。芳香族炭化水素基の例
としては、フェニル、トリル、キシリル、ベンジル、スチリル、及び２－フェニルエチル
が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９３】
　一実施形態において、オルガノハイドロジェンシロキサンは追加のシロキシ単位を含有
してもよく、平均式：（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ

（Ｒ２ＳｉＯ１．５）ｚ、（Ｒ１
３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２

２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ
）ｙ（ＳｉＯ２）ｗ、（Ｒ１

３ＳｉＯ０．５）ｖ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２ＨＳｉＯ）ｙ

（ＳｉＯ２）ｗ（Ｒ２ＳｉＯ１．５）ｚ（式中、Ｒ１は水素又はＲ２であり、Ｒ２は一価
のヒドロカルビルであり、並びにｖは≧２であり、ｗは≧０であり、ｘは≧０であり、ｙ
は≧２であり、かつｚは≧０である）、又はこれらの任意の混合物を有してもよい。
【００９４】
　一実施形態において、オルガノハイドロジェンシロキサンは、平均式：（ＣＨ３）３Ｓ
ｉＯ［（ＣＨ３）２ＳｉＯ］ｘ［（ＣＨ３）ＨＳｉＯ］ｙＳｉ（ＣＨ３）３（式中、ｘは
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≧０、１～５００、又は１～２００、かつｙは≧２、２～２００、又は２～１００である
）を有する、ジメチル、メチル－水素ポリシロキサンから選択される。オルガノハイドロ
ジェンシロキサンの調製方法は周知であり、多くが市販されている。
【００９５】
　構成成分Ｂ）は、平均式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ（Ｃ４Ｈ８Ｏ
）ｅ］－Ｒ３（式中、Ｒ３は２～１２個の炭素原子を含有する一価の不飽和脂肪族炭化水
素基であり、「ｃ」は０～５０、０～１０、又は＞２、「ｄ」は０～１００、１～１００
、又は５～５０であり、「ｅ」は０～１００、０～５０、又は０～３０であり、ただし、
（ｄ＋ｅ）／（ｃ＋ｄ＋ｅ）の比は、＞０．５、＞０．８、又は＞０．９５である）を有
するポリオキシアルキレンである。
【００９６】
　構成成分Ｂ）として有用なポリオキシアルキレンは、各分子鎖末端（すなわち、α位及
びω位）において、２～１２個の炭素原子を含有する不飽和脂肪族炭化水素基で終結する
、ポリオキシアルキレンである。ポリオキシアルキレンは、エチレンオキシド、プロピレ
ンオキシド、ブチレンオキシド、１，２－エポキシヘキサン、１，２－エポキシオクタン
、シクロヘキセンオキシド又はエキソ－２，３－エポキシノルボラン等の環状エポキシド
の重合によって得ることができる。ポリオキシアルキレン基は、オキシエチレン単位、オ
キシプロピレン単位、オキシブチレン単位、又はこれらの混合物を含んでもよい。典型的
には、ポリオキシアルキレン基は、モル基準で規定するとき、上記の式中、下付き数字「
ｃ」、「ｄ」、及び「ｅ」で示される、オキシプロピレン又はオキシブチレン単位を主に
含む。不飽和脂肪族炭化水素基は、アルケニル基又はアルキニル基とすることができる。
アルケニル基及びアルキニル基の代表的な非限定例は、上記の構造によって示される。
【００９７】
　一実施形態において、ポリオキシアルキレンは、Ｈ２Ｃ＝ＣＨＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］

ｄＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ２、Ｈ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣＨ２Ｃ（ＣＨ

３）＝ＣＨ２、ＨＣ≡ＣＣＨ２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣＨ２Ｃ≡ＣＨ、及びＨＣ≡ＣＣ（Ｃ
Ｈ３）２Ｏ［Ｃ３Ｈ６Ｏ］ｄＣ（ＣＨ３）２Ｃ≡ＣＨ（式中、「ｄ」は上記定義のとおり
である）から選択される。
【００９８】
　各分子末端に不飽和脂肪族炭化水素基を有するポリオキシアルキレンは当該技術分野に
おいて既知であり、多くが市販されている。各分子末端に不飽和脂肪族炭化水素基を有す
るポリオキシアルキレンは、ＮＯＦ（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｏｉｌ　ａｎｄ　Ｆａｔ，Ｔｏｋｙ
ｏ，Ｊａｐａｎ）及びＣｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅｓｖｉｌｌｅ
，ＮＣ）から市販されている。
【００９９】
　構成成分Ｃ）は、ヒドロシリル化反応に典型的に用いられる、任意の触媒を含む。好適
な触媒及びそれらの量は、上記、例えば白金族金属含有触媒のとおりである。
【０１００】
　シリコーン有機エラストマーは、ペンダント基、非架橋ポリオキシアルキレン基を含有
する。これらの基は、平均式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’（Ｃ４

Ｈ８Ｏ）ｅ’］－Ｒ４（式中、Ｒ３は、２～１２個の炭素原子を含有する一価の不飽和脂
肪族炭化水素基であり、ｃ’は＞４、ｄ’及びｅ’は０～１００の範囲で変動してもよく
、かつＲ４は水素、アシル基、又は１～８個の炭素を含有する一価の炭化水素基である）
を有する第２のポリオキシアルキレンである構成成分Ｄ）の付加によるヒドロシリル化反
応を介し、シリコーン有機エラストマー上に形成される。
【０１０１】
　Ｄ）中の不飽和脂肪族炭化水素基は、アルケニル基又はアルキニル基であってよい。ア
ルケニル基及びアルキニル基の代表的な非限定例は、上記の構造によって示される。構成
成分Ｄ）として有用なポリオキシアルキレンの代表的な非限定例としては、Ｄ”）の上記
構造（式中、ｃ’及びｄ’もまた上記定義のとおりである）が挙げられる。
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【０１０２】
　ポリエーテルもまた、米国特許第６，９８７，１５７号に記載のものから選択してもよ
く、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態におけるポリエーテルの教示に関する参照
により、本明細書に明示的に援用される。
【０１０３】
　構成成分Ｄ）は、生成中（すなわち、構成成分Ａ）、Ｂ）、Ｃ）及びＤ）を同時に反応
させる）か、第１の反応中（例えば、構成成分Ａ）のＳｉＨ基の一部の量をＣ）及びＤ）
と反応させてから、Ｂ）との更なる反応が後続する）のいずれかに、シリコーン有機エラ
ストマーに付加してもよく、又は、ＳｉＨ部分（例えば、シリコーン有機エラストマー上
に存在する未反応ＳｉＨ単位に由来する）を有する、生成されたシリコーン有機エラスト
マーに、後で付加してもよい。
【０１０４】
　ヒドロシリル化反応に用いる構成成分Ａ）、Ｂ）、及びＤ）の量は変動してもよいが、
ただし、構成成分Ｂ）及びＤ）からの反応中に存在する全脂肪族不飽和基のモル量は、構
成成分Ｂ）及びＤ）の脂肪族不飽和基に対する構成成分Ａ）のＳｉＨ単位のモル比が１０
／１～１／１０の範囲になるような量である。しかしながら、典型的には、Ａ）中のＳｉ
Ｈ単位に対するＢ）及びＤ）中の不飽和脂肪族炭化水素基のモル比は＞１、確実にＳｉＨ
を完全消費する。
【０１０５】
　ヒドロシリル化に用いられるＢ）及びＤ）の量及び構造もまた、変動してもよい。しか
しながら、Ｂ）及びＤ）の使用量及び構造は、２～２５、３～２０、又は４～１８重量％
のエチレンオキシド含量を有するシリコーン有機エラストマーを提供するようなものであ
る。本明細書で使用するエチレンオキシド含量は、シリコーン有機エラストマー構造上に
存在する「ＥＯ」基（つまり、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－）の平均量を指す。
【０１０６】
　一実施形態において、シリコーン有機エラストマーはポリオキシプロピレン鎖と架橋し
、シリコーン有機エラストマーはペンダントポリオキシエチレン単位を更に含有する。こ
の実施形態において、構成成分Ｂ）はポリオキシアルキレン基としてプロピレンオキシド
のみを含有し、構成成分Ｄ）はポリオキシアルキレン基としてエチレンオキシドのみを含
有するように選択される。したがって、この実施形態において、構成成分Ｂ）は、式：Ｒ
３Ｏ－［（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｄ’］－Ｒ３（式中、Ｒ３は上記定義と同じであり、ｄ’は＞０
、４～５０、又は１０～３０である）を有する。構成成分Ｂ）の十分な量を使用して、プ
ロピレンオキシド含量が５～５０重量％のシリコーンエラストマーを提供する。この実施
形態において、構成成分Ｄ）は、式：Ｒ３Ｏ－［（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｃ’］－Ｒ４（式中、Ｒ
３及びＲ４は上記定義と同じであり、ｃ’は＞４、４～５０、又は１０～３０である）を
有する。構成成分Ｄ）の十分な量を使用して、エチレンオキシド含量が２～２５重量％の
シリコーンエラストマーを提供する。
【０１０７】
　構成成分Ａ）、Ｂ）、Ｃ）及びＤ）の付加の順番は変動してもよい。しかしながら、一
実施形態において、シリコーンエラストマーを調製する反応は２つの工程で進行する。第
１に、構成成分Ａ）、Ｃ）、及びＤ）を反応させてオルガノハイドロジェンシロキサンポ
リオキシエチレンコポリマーを生成し、第２に、オルガノハイドロジェンシロキサンポリ
オキシエチレンコポリマーを構成成分Ｂ）及び追加量のＣ）と反応させる。
【０１０８】
　更に追加の実施形態において、シリコーンエラストマーは架橋シリコーンエラストマー
であり、例えば、溶媒中の溶液又は油又はキャリア流体として架橋している。一実施形態
において、架橋シリコーンエラストマーは、エラストマー粒子を懸濁及び膨潤させ、弾性
の、ゲル様の網構造又はマトリックスを提供する役割の溶媒を含む。溶媒は周囲条件下で
は液体であり、好ましくは低粘度を有し、皮膚上に広がる。液体キャリアは有機、シリコ
ーン含有、又はフッ素含有、揮発性又は不揮発性、極性又は無極性、又はこれらのいずれ
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かの組み合わせであってもよい。
【０１０９】
　他の実施形態において、シリコーンエラストマーは疎水性又は非乳化性の架橋シリコー
ンエラストマーである。典型的には、これらは、ＳｉＨ含有ポリシロキサン（又は樹脂）
とα，ω－ジエンとの、白金触媒及びキャリア流体存在下での反応生成物である。α，ω
－ジエンは典型的には、オルガノポリシロキサン（アルケニル官能性ポリシロキサン又は
樹脂）及び／又は炭化水素であるが、通常は、ポリオキシアルキレン基（架橋化学種又は
ペンダント側鎖として）を含有しない。これらのエラストマーはまた、シリコーン又は有
機（炭化水素、フェニル等）側鎖を有する。
【０１１０】
　他の実施形態において、シリコーンエラストマーは有機相溶性の、疎水性又は非乳化性
の架橋シリコーンエラストマーである。これらのエラストマーは、より多くの又はより長
い有機ペンダント側鎖又は架橋基（炭化水素又はポリオキシプロピレンジエン）及び／又
は有機溶媒を使用することによって、有機成分との適合性が増す傾向がある。これらのエ
ラストマーはまた、シリコーン又は有機（炭化水素、フェニル等）のペンダント側鎖を有
してもよい。典型的には、ポリオキシアルキレン又はポリグリセロール種に基づくペンダ
ント又は架橋部分は存在しない。
【０１１１】
　更なる実施形態において、シリコーンエラストマーは親水性又は乳化性の架橋シリコー
ンエラストマーである。これらのエラストロマーは、少なくとも１つのポリオキシアルキ
レン（ポリオキシエチレン（ＥＯ）若しくはポリオキシプロピレン（ＰＯ）若しくはポリ
グリセロール）、又は親水性を浸透させ、本来は疎水性の特徴だが、それでも、水及び他
の極性溶媒／成分と相溶性がある程度に十分に親水性である材料を生成する、他のヒドロ
キシル基若しくは他の部分を有することによって、上記のエラストマーと差異を生じる傾
向がある。
【０１１２】
　これらのポリオキシアルキレン種は、架橋構成成分、ペンダント側鎖、又はこれらの両
者とすることができる。更に、これらのエラストマーはまた、シリコーン又は有機（炭化
水素、フェニル等）のペンダント側鎖を有してもよい。組成物のための好適なシリコーン
エラストマーの具体的な例としては、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＥＬ－７０４
０、ＥＬ－８０４０、及びＥＬ－９２４０中のものが挙げられる。
【０１１３】
　エマルション：
　粘液性シリコーン流体は、エマルションとして提供してもよい。本明細書で使用する「
エマルション」は、水連続性エマルション（例えば水中油型、又は水中シリコーンエマル
ション）、油、又はシリコーン連続性エマルション（油中水型エマルション又はシリコー
ン中水型エマルション）、又は多層エマルション（水／油／水、油／水／油型、水／シリ
コーン／水、又はシリコーン／水／シリコーン）について説明する。粘液性シリコーン流
体は、撹拌、均質化、及びソナレーティング（ｓｏｎａｌａｔｉｎｇ）の、例えば、バッ
チ、半連続的、又は連続プロセス等の、当該技術の任意の方法を用い、エマルションとし
て提供することができる。
【０１１４】
　エマルションの形成に使用する粘液性シリコーン流体の量は変動する場合があり、限定
されない。しかしながら、この量は典型的には、ベシクル／エマルションの重量比が０．
１／９９～９９／０．１、又は１／９９～９９／１とすることができる。
【０１１５】
　このエマルションは、例えばシリコーン乳化剤を使用した、当該技術分野において既知
の油中水型、シリコーン中水型、又は多層エマルションである。典型的には、このような
配合にはシリコーン中水型乳化剤が用いられ、典型的には非イオン性であり、典型的には
、ポリオキシアルキレン置換シリコーン、シリコーンアルカノールアミド、シリコーンエ
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ステル、シリコーングリコシド、及びこれらの組み合わせから選択される。米国特許第４
，１２２，０２９号、同５，３８７，４１７号、及び同５，８１１，４８７号に記載され
たもののような、シリコーンベースの界面活性剤をこのようなエマルションの形成に使用
してもよく、これらの記載のそれぞれは、１つ以上の非限定的な実施形態における参照に
より、本明細書に明示的に援用される。ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＲＭ　２０
５１等の増粘剤もまた、使用してもよい。
【０１１６】
　一実施形態において、エマルションは水中油型エマルションであり、非イオン性界面活
性剤、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェ
ノールエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンソルビタン
モノオレート、ポリオキシエチレンアルキルエステル、ポリオキシエチレンソルビタンア
ルキルエステル、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、エチレングリコ
ール、エトキシル化トリメチルノナノール、及びポリオキシアルキレングリコール修飾さ
れたポリシロキサン界面活性剤を含んでもよい。
【０１１７】
　任意選択の樹脂（複数可）及び／又はコポリマー（複数可）
　本組成物はまた、１種以上の下記の樹脂及び／又はコポリマーを含んでもよい。あるい
は、ヒドロシリル化反応生成物は、第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサン、並びに
１種以上の下記の樹脂及び／又はコポリマーの、例えばヒドロシリル化触媒存在下での反
応生成物であってもよい。下記の樹脂及び／又はコポリマーはまた、後述するパーソナル
ケア組成物において使用することもでき、その場合、組成物に応じ、かつ／又は組成物と
は別の様々な量で含まれ得る。
【０１１８】
　様々な実施形態において、組成物はＭＱ樹脂を含む。ＭＱ樹脂は、Ｒ３ＳｉＯ１／２単
位及びＳｉＯ４／２単位（それぞれＭ単位及びＱ単位）（式中、Ｒは官能性又は非官能性
有機基である）を本質的に含む高分子ポリマーである。当業者であれば、ＭＱ樹脂はまた
、限定された数のＤ単位及びＴ単位を含んでもよいことを理解する。より詳細には、ＭＱ
樹脂は、Ｄ単位及びＴ単位を含有してもよいが、ただし、全シロキサン単位の≧８０又は
≧９０モル％がＭ単位及びＱ単位である。あるいは、ＭＱ樹脂は、Ｄ単位及び／又はＴ単
位を含まなくてもよい。
【０１１９】
　ＭＱ樹脂は、式：（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｍ（ＳｉＯ４／２）ｎ（式中、各Ｒ１は独立
して、置換又は非置換ヒドロカルビル基から選択され、「ｍ」は≧４であり、かつ「ｎ」
は≧１である）のシロキシ単位を含むオルガノシロキサン樹脂とすることができる。ｍ／
ｎの比は変動することができるが、典型的には、約１．５～１、０．６～１、又は０．９
～１である。
【０１２０】
　好適なヒドロカルビル基は、上述した。特定の実施形態において、各Ｒ１は独立して、
１～８個の炭素原子を有するアルキル基、アリール基、カルビノール基、又はアミノ基か
ら選択される。アルキル基は概して、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘ
キシル、及びオクチルによって例示されるが、アルキル基は典型的には、メチルである。
アリール基は概して、フェニル、ナフチル、ベンジル、トリル、キシリル、キセニル、メ
チルフェニル、２－フェニルエチル、２－フェニル－２－メチルエチル、クロロフェニル
、ブロモフェニル及びフルオロフェニルによって例示されるが、アリール基は典型的には
、フェニルである。
【０１２１】
　「カルビノール基」は概して、少なくとも１つの炭素結合ヒドロキシル（ＣＯＨ）ラジ
カルを含有する任意の基である。したがって、カルビノール基は、例えば下記のような１
つより多いＣＯＨラジカルを含有してもよい。
【０１２２】
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【化３】

【０１２３】
　アリール基を含まない場合、カルビノール基は典型的には≧３個の炭素原子を含む。こ
のようなカルビノール基は、概して式：Ｒ４ＯＨ（式中、Ｒ４は≧３個の炭素原子を有す
る二価の炭化水素又はハイドロカーボンオキシラジカルである）によって例示される。Ｒ
４は、アルキレンラジカル、例えば、式：－（ＣＨ２）ｘ－（式中、ｘは３～１０である
）、又は式：－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－、若しくは－ＯＣＨ（ＣＨ３）（ＣＨ２

）ｘ－（式中、ｘは１～１０である）によって例示される。
【０１２４】
　アリールを含有するカルビノール基は、典型的には≧６個の炭素原子を有する。このよ
うなカルビノール基は、概して式：Ｒ５ＯＨ（式中、Ｒ５は６～１４個の炭素原子を有す
るアリーレンラジカルである）によって例示される。Ｒ５は、アリーレンラジカル、例え
ば、式：－（ＣＨ２）ｘＣ６Ｈ４－（式中、ｘは０～１０である）、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ

３）（ＣＨ２）ｘＣ６Ｈ４－（式中、ｘは０～１０である）、又は－（ＣＨ２）ｘＣ６Ｈ

４（ＣＨ２）ｘ－（式中、ｘは１～１０である）によって例示される。
【０１２５】
　アミノ基は、式：－Ｒ６ＮＨ２又は－Ｒ６ＮＨＲ７ＮＨ２（式中、Ｒ６及びＲ７のそれ
ぞれは独立して、≧２個の炭素原子を有する二価の炭化水素ラジカルであり、典型的には
、Ｒ６及びＲ７のそれぞれは独立して、２～２０個の炭素原子を有するアルキレンラジカ
ルである）によって例示される。Ｒ６及びＲ７のそれぞれは独立して、エチレン、プロピ
レン、－ＣＨ２ＣＨＣＨ３－、ブチレン、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－、ペンタメチ
レン、ヘキサメチレン、３－エチル－ヘキサメチレン、オクタメチレン、及びデカメチレ
ンによって例示される。典型的なアミノ基としては、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、－Ｃ
Ｈ２（ＣＨ３）ＣＨＣＨ２（Ｈ）ＮＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、－
ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、
－（ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ）３Ｈ、及び－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣＨ２ＣＨ２ＮＨＣ４Ｈ９が挙げ
られる。
【０１２６】
　ＭＱ樹脂はまた、ヒドロキシ基を含有してもよい。様々な実施形態において、ＭＱ樹脂
は全ヒドロキシ含量の重量％として、０～１５、１～１２、２～１０、又は２～５重量％
を有する。ＭＱ樹脂はまた、更に「キャップ」することができ、残留ヒドロキシ基を、追
加のＭ単位と反応させることができる。
【０１２７】
　ＭＱ樹脂及びこれらの調製方法は、当該技術分野において既知である。例えば、米国特
許第２，８１４，６０１号は、酸を用いて水溶性ケイ酸塩をケイ酸モノマー又はケイ酸オ
リゴマーに変換することによって、ＭＱ樹脂を調製できることを開示している。適切な重
合化が達成されたとき、樹脂は、トリメチルクロロシランにより末端キャップされ、ＭＱ
樹脂が生成される。米国特許第２，８５７，３５６号は、アルキルシリケートと加水分解
性トリアルキルシランオルガノポリシロキサンとの混合物を水で加水分解することによっ
て、ＭＱ樹脂を調製する方法を開示している。他の好適なＭＱ樹脂及びこれらの調製方法
は、米国特許第６，０７５，０８７号、同７，４５２，８４９号、同７，８０３，３５８
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／０６５７１２号及び同２０１３／１１７４９０号に開示されている。前述の特許及び公
開は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用され
る。好適なＭＱ樹脂は、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＭＱ－１６００固形樹脂、
ＭＱ－１６０１固形樹脂、ＭＱ－１６４０フレーク樹脂、２１７フレーク、及び５－７１
０４のように、市販されている。
【０１２８】
　使用される場合、ＭＱ樹脂は様々な量で、組成物中に含まれ得る。特定の実施形態にお
いて、ＭＱ樹脂は、組成物の１００重量部を基準として、約０～９９、１０～９０、３０
～９０、又は４０～８０重量部の量で存在する。２種以上の異なるＭＱ樹脂を用いてもよ
い。
【０１２９】
　様々な実施形態において、組成物はコポリマーを含む。特定の実施形態において、コポ
リマーはアクリレートコポリマーと称される場合がある。好適なアクリレートコポリマー
は、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＦＡ　４００１　ＣＭシリコーンアクリレート
及びＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）ＦＡ　４００２　ＩＤシリコーンアクリレート
のように市販されている。
【０１３０】
　アクリレートコポリマーは、ラジカル重合性有機モノマーの反応によって生成すること
ができ、ラジカル重合性有機モノマーの例としては、不飽和カルボン酸のエステル、例え
ば、メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアク
リレート、イソブチルアクリレート、アミルアクリレート、ヘキシルアクリレート、２－
エチルヘキシルアクリレート、シクロヘキシルアクリレート、ｎ－オクチルアクリレート
、グリシジルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピ
ルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルアクリレート、オクタフルオ
ロペンチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－ブチルメ
タクリレート、イソブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ラウリ
ルメタクリレート、トリデシルメタクリレート、ベンジルメタクリレート、シクロヘキシ
ルメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルメタ
クリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルメタクリレート、２－
メトキシエチルメタクリレート、２－エトキシエチルメタクリレート、及びオクタフルオ
ロペンチルメタクリレート；不飽和脂肪族カルボン酸、例えばメタクリル酸及びアクリル
酸；不飽和脂肪族カルボン酸のアミド、例えばアクリルアミド、メタクリルアミド、及び
Ｎ－メチロールアクリルアミド；不飽和脂肪族ニトリル、例えばアクリロニトリル及びメ
タクリロニトリル；不飽和脂肪族化合物、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、及び
バーサチック酸ビニル；不飽和カルボン酸無水物、例えば無水マレイン酸及び４－メタク
リルオキシエチルトリメリト酸無水物（４－ＭＥＴＡ）；ハロゲン化ビニル、例えば塩化
ビニル及びフッ化ビニル；芳香族ビニル化合物、例えばスチレン、メチルスチレン、ビニ
ルトルエン、及びビニルピリジン；及び脂肪族ジエン、例えばブタジエン及びイソプレン
を挙げることができる。
【０１３１】
　コポリマーは、米国特許第６，３０６，９９２号に記載及び調製されたもののようなカ
ルボシロキサンデンドリマーであってもよく、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態
における参照により、本明細書に明示的に援用される。好適なカルボシロキサンデンドリ
マーの例としては、一般式：
【０１３２】
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【０１３３】
　［式中、各Ｒ１は独立して、炭素数１～１０のアルキル基又はアリール基であり、Ｒ２

は炭素数１～１０のアルキレン基を除く二価の有機基であり、「ｂ」は１～３であり、か
つＸ１は下記の一般式（「ｉ」＝１のとき）：
【０１３４】
【化５】

【０１３５】
　（式中、Ｒ１は上記定義のとおりである）によって表されるシリルアルキル基であり、
Ｒ３は炭素数２～１０のアルキレン基であり、Ｒ４は炭素数１～１０のアリール基であり
、Ｘｉ＋１は、水素、炭素数１～１０のアルキル基、アリール基、及びＸ１シリルアルキ
ル基から選択され、「ｉ」は上記Ｘ１シリルアルキル基の世代数を示し、１～１０であり
、ａｉは０～３であり、かつＹはラジカル重合性基である］によって表されるものが挙げ
られる。ラジカル重合性基は典型的には、炭素数２～１０のアルケニル基から選択され、
基は下記の一般式：
【０１３６】
【化６】

【０１３７】
　基は下記の一般式：
【０１３８】
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【０１３９】
　（式中、Ｒ５及びＲ６のそれぞれは独立して、水素又はＭｅであり、Ｒ７は炭素数１～
１０のアルキル基であり、「ｃ」は０～４である）を有する。
【０１４０】
　コポリマーは、米国特許第６，４２０，５０４号に記載及び調製されたもののような分
枝鎖シロキサン－シルアルキレンコポリマーであってもよく、本記載は、１つ以上の非限
定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。好適な分枝鎖シロ
キサン－シルアルキレンコポリマーの例としては、一般式：
【０１４１】
【化８】

【０１４２】
　［式中、Ｒ１は上記定義のとおりであり、かつＸ１は下記の一般式（「ｉ」＝１のとき
）：
【０１４３】

【化９】

【０１４４】
　（式中、Ｒ１は上記定義のとおりである）によって表されるシリルアルキル基であり、
Ｒ２は炭素数２～１０のアルキレン基であり、Ｒ３は炭素数１～１０のアリール基であり
、Ｘｉ＋１は、水素、炭素数１～１０のアルキル基、アリール基、及び上記Ｘ１シリルア
ルキル基から選択され、「ｉ」は上記Ｘ１シリルアルキル基の世代数を示し、１～１０で
あり、ａｉは０～３であり、かつＹはラジカル重合性基である］によって表されるものが
挙げられる。ラジカル重合性基は典型的には、下記の一般式で表される、炭素数２～１０
のアルケニル基、（メタ）－アクリル基含有有機基、
【０１４５】
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【化１０】

【０１４６】
　下記の一般式で表されるスチリル基含有有機基から選択され、
【０１４７】
【化１１】

【０１４８】
　式中、Ｒ４及びＲ６のそれぞれは独立して、水素又はＭｅであり、Ｒ５及びＲ８は独立
して、炭素数１～１０のアルキレン基であり、Ｒ７は炭素数１～１０のアルキル基であり
、「ｂ」は０～４であり、かつ「ｃ」は０又は１である。
【０１４９】
　使用される場合、コポリマーは様々な量で、組成物中に含まれ得る。特定の実施形態に
おいて、コポリマーは、組成物の１００重量部を基準として、約０～９９、１０～９０、
３０～９０、又は４０～８０重量部の量で存在する。２種以上の異なるコポリマーを用い
てもよい。
【０１５０】
　シリコーンエラストマー組成物を形成する方法：
　本開示はまた、組成物の形成方法を提供する。この方法は、第１及び第２の直鎖オルガ
ノポリシロキサンを、ヒドロシリル化触媒及びキャリア流体の存在下、ヒドロシリル化反
応を介して反応させ、粘液性シリコーン流体、例えば、アルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基
を含むヒドロシリル化反応生成物を生成することを含む。この方法は、反応に先立ち、第
１の直鎖オルガノポリシロキサン、第２の直鎖オルガノポリシロキサン、ヒドロシリル化
触媒、及びキャリア流体を１つにまとめる工程を含んでもよい。典型的には、粘液性シリ
コーン流体は１００％の純度で形成されるわけではない。それよりもむしろ、粘液性シリ
コーン流体は典型的には、キャリア流体の存在下で直接最終固形含量で形成され、かつ／
又はより高い固形含量で形成され、その後で追加のキャリア流体によって、所望の、より
低い最終用途の固形濃度まで希釈される。換言すれば、この方法は、追加のキャリア流体
を、粘液性シリコーン流体及び／又はヒドロシリル化反応生成物に加える工程を含んでも
よい。典型的には、ヒドロシリル化反応生成物の生成後に、ヒドロシリル化反応生成物と
シリコーンエラストマーとを１つにまとめ、望ましくない副反応及び／又はヒドロシリル
化反応生成物の不完全な生成を防止する。
【０１５１】
　パーソナルケア組成物
　本開示はまた、パーソナルケア組成物も提供し、これはパーソナルケア製品組成物と記
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述することもできる。パーソナルケア組成物は、上記のシリコーンエラストマー組成物を
含む。パーソナルケア組成物は、クリーム、ゲル、粉末、ペースト、又は注ぎやすい液体
の形態であってもよい。概して、このような組成物は、室温にて組成物中に固形分が存在
しない場合には、簡素なプロペラミキサー、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ逆回転ミキサー、又は
ホモジナイジングミキサーを用いて、室温で調製することができる。特別な装置又は加工
条件は、典型的には必要ない。製造する形態の種類に応じて調製方法は異なるが、こうし
た方法は当技術分野においては周知である。
【０１５２】
　本パーソナルケア組成物は、適用される身体部分に対して機能的なものであってよく、
美容的なもの、治療的なもの、又はこれらをある程度組み合わせたものであってもよい。
このような製品の従来の例として、発汗抑制剤及び体臭防止剤、スキンケアクリーム、ス
キンケアローション、保湿剤、アクネ又は皺取り等の美顔用品、身体用及び顔用洗浄剤、
バスオイル、香水、コロン、匂い袋、日焼け止め、プレシェーブ及びアフターシェーブロ
ーション、シェービングソープ、及び剃毛用泡、ヘアシャンプー、ヘアコンディショナー
、染毛剤、縮毛矯正剤、ヘアスプレー、ムース、ジェル、パーマネント剤、脱毛剤、並び
にキューティクルコート、化粧品、カラー化粧品、ファンデーション、コンシーラー、ほ
お紅、口紅、アイライナー、マスカラ、油脂除去剤、カラー化粧品除去剤、並びにパウダ
ー、予防用及び／又は治療用であってよい抗アクネ剤、口腔衛生剤、抗生剤、治癒促進剤
、及び栄養剤等を含む薬用クリーム、ペースト又はスプレーが挙げられるが、これらに限
定されない。概して、本パーソナルケア組成物は、液体、リンス、ローション、クリーム
、ペースト、ゲル、発泡体、ムース、軟膏、スプレー、エアロゾル、石鹸、スティック、
軟固形、固体ゲル、及びゲルを含むがこれらに限定されない、いずれかの従来の形態での
適用を可能にする担体と共に配合してもよい。好適な担体は、当技術分野において理解さ
れる。
【０１５３】
　本パーソナルケア組成物は、様々なパーソナル、家庭、及びヘルスケア用途に使用でき
る。特に、本開示のシリコーンエラストマー組成物及び／又はパーソナルケア組成物は、
米国特許第６，０５１，２１６号、同第５，９１９，４４１号、同第５，９８１，６８０
号、国際公開第２００４／０６０２７１号及び同第２００４／０６０１０１号に記載のパ
ーソナルケア製品、国際公開第２００４／０６０２７６号に記載の日焼け止め剤組成物、
国際公開第０３／１０５８０１号に記載のフィルム形成樹脂も含む化粧料組成物、米国特
許出願公開第２００３／０２３５５５３号、同第２００３／００７２７３０号及び同第２
００３／０１７０１８８号、並びに欧州特許第１，２６６，６４７号、同第１，２６６，
６４８号、及び同第１，２６６，６５３号、並びに国際公開第０３／１０５７８９号、同
２００４／０００２４７号及び同０３／１０６６１４号に記載の化粧料組成物において、
国際公開第２００４／０５４５２３号に記載のものに対する添加剤、米国特許出願公開第
２００４／０１８００３２号に記載の長持ちする化粧料組成物において、並びに／あるい
は国際公開第２００４／０５４５２４号に記載の透明若しくは半透明のケア及び／又はメ
ークアップ組成物に使用することができ、これらの記載の全ては、様々な非限定的な実施
形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
【０１５４】
　本パーソナルケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物は、人体、例えば皮
膚若しくは毛髪に対してアプリケータ、ブラシ等を用いて塗布するか、手で塗布する、注
ぐ、及び／又は、場合によりパーソナルケア組成物を体面上若しくは体内に擦り込むか若
しくはマッサージする等の、標準的な方法によって使用することができる。例えば、洗浄
、拭き取り、及びピーリング等のカラー化粧品の除去方法も周知の標準的な方法である。
皮膚に使用する場合は、本パーソナルケア組成物及び／又は粘液性シリコーン流体を、従
来の方式で、例えば皮膚のコンディショニング用に用いてもよい。本パーソナルケア組成
物及び／又はシリコーンエラストマー組成物の有効量を皮膚に適用してよい。このような
有効量は、概して約１～３ｍｇ／ｃｍ２である。皮膚への適用は、典型的には、本パーソ
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ナルケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物を皮膚内に作用させることを含
む。皮膚に適用するためのこの方法は、典型的には、皮膚を有効量の本パーソナルケア組
成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物に接触させる工程と、次いで本パーソナル
ケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物を皮膚に擦り込む工程とを含む。こ
れらの工程は、所望の効果を達成するために、所望に応じて何度でも繰り返すことができ
る。
【０１５５】
　本パーソナルケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物を毛髪に使用する際
は、毛髪をコンディショニングするための従来の方式を用いてもよい。毛髪のコンディシ
ョニングのための有効量の本パーソナルケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組
成物を、毛髪に適用する。このような有効量は、概して１～５０、又は１～２０ｇである
。毛髪への適用は、典型的には、毛髪のほとんど又は全てを本パーソナルケア組成物及び
／又はシリコーンエラストマー組成物と接触させ、本パーソナルケア組成物及び／又はシ
リコーンエラストマー組成物を毛髪に作用させることを含む。毛髪をコンディショニング
するためのこの方法は、典型的には、有効量の本パーソナルケア組成物及び／又はシリコ
ーンエラストマー組成物を毛髪に適用する工程と、次いで本パーソナルケア組成物及び／
又はシリコーンエラストマー組成物を毛髪に作用させる工程とを含む。これらの工程は、
所望のコンディショニング効果を達成するために、所望に応じて何度でも繰り返すことが
できる。
【０１５６】
　本パーソナルケア組成物及び／又はシリコーンエラストマー組成物に配合してもよい添
加剤の非限定的な例としては、追加のシリコーン、抗酸化剤、洗浄剤、着色剤、追加のコ
ンディショニング剤、付着剤、電解質、軟化剤及び油類、剥離剤、発泡促進剤、芳香剤、
湿潤剤、保湿剤（ｏｃｃｌｕｓｉｖｅ　ａｇｅｎｔｓ）、殺シラミ薬、ｐＨ調整剤、顔料
、防腐剤、殺生物剤、他の溶媒、安定剤、日焼け防止剤、懸濁化剤、なめし剤、他の界面
活性剤、増粘剤、ビタミン類、植物成分、蝋類、レオロジー改質剤、フケ防止剤、抗アク
ネ剤、虫歯予防薬、及び創傷治癒促進剤が挙げられるが、これらに限定されるものではな
い。
【０１５７】
　シャンプー又はクレンザー等のパーソナルケア組成物は、少なくとも１種のアニオン性
洗浄界面活性剤を含んでもよい。これは、シャンプーの配合に典型的に使用される、任意
の周知のアニオン性洗浄界面活性剤とすることができる。これらのアニオン性洗浄界面活
性剤は、パーソナルケア組成物中で洗浄剤及び起泡剤として機能することができる。アニ
オン性洗浄界面活性剤の例としては、アルカリ金属スルホリシネ－ト（ｓｕｌｆｏｒｉｃ
ｉｎａｔｅｓ）；ヤシ油酸類のスルホン化モノグリセリド等の脂肪酸のスルホン化グリセ
リルエステル；オレイリセチアネートナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｏｌｅｙｌｉｓｅｔｈ
ｉａｎａｔｅ）等のスルホン化一価アルコールエステルの塩；オレイルメチルタウリドの
ナトリウム塩等のアミノスルホン酸のアミド；スルホン酸パルミトニトリル等の脂肪酸ニ
トリルのスルホン化物；α－ナフタレンモノスルホン酸ナトリウム等のスルホン化芳香族
炭化水素；ナフタレンスルホン酸とホルムアルデヒドとの縮合物；オクタヒドロアントラ
センスルホン酸ナトリウム；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウム又はラ
ウリル硫酸トリエタノールアミン等のアルキル硫酸アルカリ金属塩；ラウリルエーテル硫
酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、アルキルアリールエーテル硫酸ナト
リウム、及びアルキルアリールエーテル硫酸アンモニウム等の、８個以上の炭素原子のア
ルキル基を有する硫酸エーテル；８個以上の炭素原子のアルキル基を１つ以上有するアル
キルアリールスルホン酸；例えば、ヘキシルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、オクチル
ベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、ドデシルベ
ンゼンスルホン酸ナトリウム塩、セチルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、及びミリスチ
ルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩等のアルキルベンゼンスルホン酸アルカリ金属塩；Ｃ
Ｈ３（ＣＨ２）６ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）２ＳＯ３Ｈ、ＣＨ３（ＣＨ２）７ＣＨ２Ｏ（Ｃ



(33) JP 2017-523283 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

２Ｈ４Ｏ）３．５ＳＯ３Ｈ、ＣＨ３（ＣＨ２）８ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）８ＳＯ３Ｈ、Ｃ
Ｈ３（ＣＨ２）１９ＣＨ２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）４ＳＯ３Ｈ、及びＣＨ３（ＣＨ２）１０ＣＨ

２Ｏ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）６ＳＯ３Ｈを包含するポリオキシエチレンアルキルエーテルの硫酸エ
ステル；並びにアルキルナフチルスルホン酸のナトリウム塩、カリウム塩、及びアミン塩
が挙げられる。典型的には、洗浄界面活性剤は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸
アンモニウム、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、
及びラウリルエーテル硫酸アンモニウムから選択される。アニオン性洗浄界面活性剤は、
パーソナルケア組成物中に、パーソナルケア組成物の総重量を基準として５～５０、又は
５～２５重量％で存在し得る。
【０１５８】
　パーソナルケア組成物は、少なくとも１つのカチオン性付着補助剤、典型的にはカチオ
ン性付着ポリマーを含んでもよい。カチオン性付着補助剤は、典型的には０．００１～５
、０．０１～１、又は０．０２～０．５重量％で存在する。カチオン性付着ポリマーはホ
モポリマーであっても、２種以上のモノマーから生成されてもよい。カチオン性付着ポリ
マーの分子量は、典型的には５，０００～１０，０００，０００、１０，０００～５，０
００，０００、又は１００，０００～２，０００，０００である。カチオン性付着ポリマ
ーは、典型的には、第四級アンモニウム若しくはプロトン化アミノ基、又はこれらの組み
合わせ等のカチオン性窒素含有基を有する。カチオン電荷密度は、少なくとも０．１ｍｅ
ｑ／ｇ、典型的には０．８超、又は更に高い必要がある。カチオン電荷密度は４ｍｅｑ／
ｇを超えるべきではなく、典型的には＜３ｍｅｑ／ｇ、より典型的には＜２ｍｅｑ／ｇで
ある。電荷密度はケルダール法を用いて測定することができ、使用における所望のｐＨ、
概して３～９又は４～８において、上記の限度内である。上記の任意及び全ての値又はそ
の間の値の範囲も使用してもよいことが企図される。
【０１５９】
　カチオン性窒素含有基は、典型的には、カチオン性付着ポリマーの全モノマー単位の画
分上に置換基として存在する。したがって、カチオン性付着ポリマーがホモポリマーでな
い場合、それは、スペーサ非カチオン性モノマー単位を含むことができる。このようなカ
チオン性付着ポリマーは、ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｒ
ｅｃｔｏｒｙ，３ｒｄ　ｅｄｉｔｉｏｎに記載されており、本記載は、１つ以上の非限定
的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。好適なカチオン性付
着補助剤としては、例えば、水溶性スペーサモノマーと、カチオン性アミン又は第四級ア
ンモニウム官能性を有するビニルモノマーのコポリマー、例えば、（メタ）アクリルアミ
ド、アルキル及びジアルキル（メタ）アクリルアミド、アルキル（メタ）アクリレート、
ビニルカプロラクトン、並びにビニルピロリジンが挙げられる。アルキル及びジアルキル
置換モノマーは、典型的にはＣ１－Ｃ７アルキル基、より典型的にはＣ１－Ｃ３アルキル
基を有する。他の好適なスペーサとしては、ビニルエステル、ビニルアルコール、無水マ
レイン酸、プロピレングリコール、及びエチレングリコールが挙げられる。カチオン性ア
ミンは、パーソナルケア組成物の特定の種及びｐＨに応じて、第一級、第二級、又は第三
級アミンとすることができる。概して、第二級及び第三級アミン、特に第三級が典型的で
ある。アミン置換ビニルモノマー及びアミンは、アミン形態で重合され、次いで、四級化
によってアンモニウムに変換され得る。好適なカチオン性アミノ及び第四級アンモニウム
モノマーとしては、例えば、ジアルキルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノ
アルキルメタクリレート、モノアルキルアミノアルキルアクリレート、モノアルキルアミ
ノアルキルメタクリレート、トリアルキルメタクリルオキシアルキルアンモニウム塩、ト
リアルキルアクリルオキシアルキルアンモニウム塩、ジアリル第四級アンモニウム塩で置
換されたビニル化合物、並びにピリジニウム、イミダゾリウム、及び四級化ピロリジン等
の環状カチオン性窒素含有環を有するビニル第四級アンモニウムモノマー、例えば、アル
キルビニルイミダゾリウム、及び四級化ピロリジン、例えば、アルキルビニルイミダゾリ
ウム、アルキルビニルピリジニウム、アルキルビニルピロリジン塩が挙げられる。これら
のモノマーのアルキル部分は、典型的には低級アルキルで、Ｃ１－Ｃ７アルキル、より典
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型的にはＣ１及びＣ２のアルキル等である。本明細書で用いるのに好適なアミン置換ビニ
ルモノマーとしては、ジアルキルアミノアルキルアクリレート、ジアルキルアミノアルキ
ルメタクリレート、ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド、及びジアルキルアミノア
ルキルメタクリルアミドが挙げられ、アルキル基は典型的にはＣ１－Ｃ７ヒドロカルビル
、より典型的にはＣ１－Ｃ３アルキルである。カチオン性付着補助剤は、アミン及び／若
しくは第四級アンモニウム置換モノマー並びに／又は相溶性スペーサモノマー由来のモノ
マー単位の組み合わせを含むことができる。好適なカチオン性付着補助剤としては、例え
ば：１－ビニル－２－ピロリジン及び１－ビニル－３－メチルイミダゾリウム塩（例えば
、塩化物）のコポリマー（当業界では、ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ，
ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，「ＣＴＦＡ」により、Ｐｏｌｙ
ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ－１６と称される）、例えば、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｆｌｏｒｈ
ａｍ　Ｐａｒｋ，Ｎ．Ｊ．，ＵＳＡ）より商標名ＬＵＶＩＱＵＡＴ（例えばＬＵＶＩＱＵ
ＡＴ　ＦＣ　３７０）で市販されているもの等；１－ビニル－２－ピロリジン及びジメチ
ルアミノエチルメタクリレートのコポリマー（当業界では、ＣＴＦＡによってＰｏｌｙｑ
ｕａｔｅｒｎｉｕｍ－１１と称される）、例えば、Ｇａｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｗ
ａｙｎｅ，Ｎ．Ｊ．，ＵＳＡ）より商標名ＧＡＦＱＵＡＴ（例えばＧＡＦＱＵＡＴ　７５
５Ｎ）で市販されているもの等；カチオン性ジアリル第四級アンモニウム含有ポリマー、
例えば、当業界（ＣＴＦＡ）でそれぞれＰｏｌｙｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　６及びＰｏｌｙ
ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　７と称される、ジメチルジアリルアンモニウムクロライドホモポ
リマー並びにアクリルアミド及びジメチルジアリルアンモニウムクロライドのコポリマー
、；米国特許第４，００９，２５６号に記載の、３～５個の炭素原子を有する不飽和カル
ボン酸のホモポリマー及びコポリマーのアミノアルキルエステルの鉱酸塩；並びに英国出
願第９４０３１５６．４号（国際公開第９５／２２３１１号）に記載のカチオン性ポリア
クリルアミドが挙げられ、これらの記載のそれぞれは、１つ以上の非限定的な実施形態に
おいて、本明細書に明示的に援用される。使用することができる他のカチオン性付着補助
剤としては、カチオン性セルロース誘導体及びカチオン性デンプン誘導体等の多糖類ポリ
マーが挙げられる。パーソナルケア組成物での使用に好適なカチオン性多糖類ポリマー材
料としては、式：Ａ－Ｏ（Ｒ－Ｎ＋Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｘ－）（式中、「Ａ」はデンプン又はセ
ルロース無水グルコース残基等の無水グルコース残基であり、Ｒはアルキレンオキシアル
キレン、ポリオキシアルキレン、若しくはヒドロキシアルキレン基、又はこれらの組み合
わせであり、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３は独立して、アルキル基、アリール基、アルキルアリ
ール基、アリールアルキル基、アルコキシアルキル基、又はアルコキシアリール基であり
、各基は、最大で１８個の炭素原子を含有し、各カチオン部分に対する炭素原子の総数（
すなわち、Ｒ１、Ｒ２、及びＲ３中の炭素原子の合計）は、好ましくは≦２０個であり、
Ｘはアニオン性対イオンである）のものが挙げられる。このようなアニオン性対イオンの
例としては、ハロゲン化物（例えば、塩化物、フッ化物、臭化物、ヨウ化物）、硫酸、硫
酸メチル、リン酸、リン酸一水素、硝酸等が挙げられる。カチオン性セルロースは、Ａｍ
ｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓｏｎ，ＮＪ，ＵＳＡ）より、Ｐｏｌｙｍｅｒ　ｉＲ
（商標）及びＰｏｌｙｍｅｒ　ＬＲ（商標）の一連のポリマーで、当業界（ＣＴＦＡ）で
Ｐｏｌｙｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　１０と称される、トリメチルアンモニウム置換エポキシ
ドと反応させられたヒドロキシエチルセルロースの塩として市販されている。別の種類の
カチオン性セルロースとしては、当業界（ＣＴＦＡ）においてＰｏｌｙｑｕａｔｅｒｎｉ
ｕｍ　２４と称される、ラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させられた
ヒドロキシエチルセルロースのポリマー第四級アンモニウム塩が挙げられる。これらの材
料は、商標名Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＬＭ－２００でＡｍｅｒｃｈｏｌ　Ｃｏｒｐ．（Ｅｄｉｓ
ｏｎ，ＮＪ，ＵＳＡ）より入手できる。使用することができる他のカチオン性付着補助剤
としては、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム等のカチオン性グアーガム誘導体
が挙げられる（Ｃｅｌａｎｅｓｅ　Ｃｏｒｐ．より一連のＪａｇｕａｒ商標で市販されて
いる）。他の材料としては、第四級窒素含有セルロースエーテル（例えば米国特許第３，
９６２，４１８号に記載）、及びエーテル化セルロース及びデンプンのコポリマー（例え
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ば米国特許第３，９５８，５８１号に記載）が挙げられ、これらの記載のそれぞれは、１
つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
【０１６０】
　パーソナルケア組成物は、発泡促進剤を含んでもよい。発泡促進剤は、泡の崩壊を遅延
する泡安定剤とは対照的に、界面活性剤の一定のモル濃度で、系から利用可能な泡の量を
増加させる薬剤である。泡の発生は、発泡促進有効量の発泡促進剤を水性媒体に添加する
ことによってもたらされる。発泡促進剤は、典型的には脂肪酸アルカノールアミド及びア
ミンオキシドから選択される。脂肪酸アルカノールアミドの例としては、イソステアリン
酸ジエタノールアミド、ラウリン酸ジエタノールアミド、カプリン酸ジエタノールアミド
、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、リノール酸ジエタノールアミド、ミリスチン酸ジエ
タノールアミド、オレイン酸ジエタノールアミド、ステアリン酸ジエタノールアミド、コ
コナッツ脂肪酸モノエタノールアミド、オレイン酸モノイソプロパノールアミド、及びラ
ウリン酸モノイソプロパノールアミドが挙げられる。アミンオキシドの例としては、Ｎ－
ココジメチルアミンオキシド、Ｎ－ラウリルジメチルアミンオキシド、Ｎ－ミリスチルジ
メチルアミンオキシド、Ｎ－ステアリルジメチルアミンオキシド、Ｎ－コカミドプロピル
ジメチルアミンオキシド、Ｎ－タローアミドプロピルジメチルアミンオキシド、及びビス
（２－ヒドロキシエチル）Ｃ１２－Ｃ１５アルコキシプロピルアミンオキシドが挙げられ
る。典型的には、発泡促進剤は、ラウリン酸ジエタノールアミド、Ｎ－ラウリルジメチル
アミンオキシド、ヤシ酸ジエタノールアミド、ミリスチン酸ジエタノールアミド、及びオ
レイン酸ジエタノールアミドからなる群から選択される。発泡促進剤は、典型的には、パ
ーソナルケア組成物中に、パーソナルケア組成物の総重量を基準として１～１５、又は２
～１０重量％で存在する。パーソナルケア組成物は、起泡性能を改善するために、ポリア
ルキレングリコールを更に含んでもよい。パーソナルケア組成物中のポリアルキレングリ
コールの濃度は、パーソナルケア組成物の約０．０１～５、０．０５～３、又は０．１～
２重量％とすることができる。任意選択のポリアルキレングリコールは、一般式：Ｈ（Ｏ
ＣＨ２ＣＨＲ）ｎ－ＯＨ（式中、Ｒは、Ｈ、メチル、及びこれらの組み合わせから選択さ
れる）を特徴とする。ＲがＨであるとき、これらの材料は、エチレンオキシドのポリマー
であり、それらはまた、ポリエチレンオキシド、ポリオキシエチレン、及びポリエチレン
グリコールとしても既知である。Ｒがメチルであるとき、これらの材料は、プロピレンオ
キシドのポリマーであり、それらはまた、ポリプロピレンオキシド、ポリオキシプロピレ
ン、及びポリプロピレングリコールとしても既知である。Ｒがメチルであるとき、得られ
るポリマーの種々の位置異性体が存在し得ることも理解される。上記の構造において、「
ｎ」は１，５００～２５，０００、２，５００～２０，０００、又は３，５００～１５，
０００の平均値を有する。本明細書で有用なポリエチレングリコールは、ＲがＨかつ「ｎ
」が平均値２，０００のＰＥＧ－２Ｍ（ＰＥＧ－２Ｍは、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲ９Ｎ－１
０としても既知であり、Ｕｎｉｏｎ　ＣａｒｂｉｄｅよりＰＥＧ－２，０００として入手
可能）、ＲがＨかつ「ｎ」が平均値５，０００のＰＥＧ－５Ｍ（ＰＥＧ－５Ｍは、Ｐｏｌ
ｙｏｘ　ＷＳＲＯ　Ｎ－３５及びＰｏｌｙｏｘ　ＷＳＲＳ　Ｎ－８０としても既知であり
、両者ともＵｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅより、ＰＥＧ－５，０００及びＰｏｌｙｅｔｈｙ
ｌｅｎｅ　Ｇｌｙｃｏｌ　３００，０００として入手可能）、ＲがＨかつ「ｎ」が平均値
７，０００のＰＥＧ－７Ｍ（ＰＥＧ－７Ｍは、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲＯ　Ｎ－７５０とし
ても既知であり、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅから入手可能）、ＲがＨかつ「ｎ」が平均
値９，０００のＰＥＧ－９Ｍ（ＰＥＧ－９Ｍは、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳＲＳ　Ｎ－３３３３
としても既知であり、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅから入手可能）、並びに、ＲがＨかつ
「ｎ」が平均値１４，０００のＰＥＧ－１４Ｍ（ＰＥＧ－１４Ｍは、Ｐｏｌｙｏｘ　ＷＳ
ＲＯ　Ｎ－３０００としても既知であり、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅから入手可能）で
ある。他の有用なポリマーとしては、ポリプロピレングリコール及び混合ポリエチレン／
ポリプロピレングリコールが挙げられる。
【０１６１】
　本パーソナルケア組成物は、パーソナルケア組成物中に分散した形態で、シリコーンコ
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ンディショニング剤、又は他の非水溶性材料を懸濁するのに有効な濃度で、懸濁化剤を含
んでもよい。このような濃度は、本パーソナルケア組成物の０．１～１０、又は０．３～
５．０重量％であり得る。懸濁化剤としては、アシル誘導体、長鎖アミンオキシド、及び
これらの組み合わせとして分類され得る結晶性懸濁化剤が挙げられ、それらの濃度は、パ
ーソナルケア組成物の０．１～５．０、又は０．５～３．０重量％である。これらの懸濁
化剤は、米国特許第４，７４１，８５５号に記載されており、本記載は、１つ以上の非限
定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。これらの典型的な
懸濁化剤としては、１６～２２個の炭素原子を典型的に有する脂肪酸のエチレングリコー
ルエステルが挙げられる。より典型的なものは、エチレングリコールステアレート（モノ
ステアレート及びジステアレートの両方）であるが、特に７％未満のモノステアレートを
含有するジステアレートである。他の好適な懸濁化剤としては、典型的には１６～２２個
の炭素原子、より典型的には１６～１８個の炭素原子を有する脂肪酸のアルカノールアミ
ドが挙げられ、その典型例としては、ステアリン酸モノエタノールアミド、ステアリン酸
ジエタノールアミド、ステアリン酸モノイソプロパノールアミド及びステアリン酸モノエ
タノールアミドステアレートが挙げられる。他の長鎖アシル誘導体としては、長鎖脂肪酸
の長鎖エステル（例えばステアリン酸ステアリル、パルミチン酸セチル、等）、グリセリ
ルエステル（例えばグリセリルジステアレート）及び長鎖アルカノールアミドの長鎖エス
テル（例えばステアリン酸ステアルアミドジエタノールアミド、ステアリン酸ステアルア
ミドモノエタノールアミド）が挙げられる。上に列挙した典型的な材料に加えて、長鎖ア
シル誘導体、長鎖カルボン酸のエチレングリコールエステル、長鎖アミンオキシド、及び
長鎖カルボン酸のアルカノールアミドが、懸濁化剤として使用されてもよい。例えば、Ｃ

８－Ｃ２２鎖を有する長鎖ヒドロカルビルを有する懸濁化剤が使用されてもよいことが企
図される。懸濁化剤としての使用に好適な他の長鎖アシル誘導体としては、Ｎ，Ｎ－ジヒ
ドロカルビルアミド安息香酸及びその可溶性塩（例えば、Ｎａ、Ｋ）、特に、このファミ
リーのＮ，Ｎ－ジ（水素添加）Ｃ１６、Ｃ１８及びタローアミド安息香酸種が挙げられ、
これらは、Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，Ｉｌｌ，ＵＳＡ）よ
り市販されている。懸濁化剤としての使用に好適な長鎖アミンオキシドの例としては、ア
ルキル（炭素数Ｃ１６－Ｃ２２）ジメチルアミンオキシド、例えば、ステアリルジメチル
アミンオキシドが挙げられる。他の好適な懸濁化剤としては、パーソナルケア組成物の約
０．３～３、又は０．４～１．２重量％の範囲の濃度のキサンタンガムが挙げられる。キ
サンタンガムの懸濁化剤としての使用は、例えば米国特許第４，７８８，００６号に記載
されており、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に
明示的に援用される。長鎖アシル誘導体及びキサンタンガムの組み合わせもまた、パーソ
ナルケア組成物中の懸濁化剤として使用することができる。このような組み合わせは、米
国特許第４，７０４，２７２号に記載されており、本記載は、１つ以上の非限定的な実施
形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。他の好適な懸濁化剤としては
、カルボキシビニルポリマーが挙げられる。これらのポリマーのうち典型的なものは、米
国特許第２，７９８，０５３号に記載のポリアリルスクロースと架橋されるアクリル酸の
コポリマーであり、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明
細書に明示的に援用される。これらのポリマーの例としては、Ｂ．Ｆ．Ｇｏｏｄｒｉｃｈ
　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なＣａｒｂｏｐｏｌ　９３４、９４０、９４１、及び９５
６が挙げられる。他の好適な懸濁化剤としては、少なくとも１６個の炭素原子を有する脂
肪アルキル部分を有する第一級アミンが挙げられるが、その例としては、パルミタミン又
はステアラミンが挙げられ、並びにそれぞれ少なくとも１２個の炭素原子を有する２つの
脂肪アルキル部分を有する第二級アミンが挙げられ、その例としては、ジパルミトイルア
ミン又はジ（水素添加タロー）アミンが挙げられる。更に他の好適な懸濁化剤としては、
ジ（水素添加タロー）フタル酸アミド、及び架橋無水マレイン酸－メチルビニルエーテル
コポリマーが挙げられる。パーソナルケア組成物にゲル様の粘性を付与することができる
もの、例えば、水溶性又はコロイド状水溶性ポリマー、例えば、セルロースエーテル（例
えば、メチルセルロース、ヒドロキシブチルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
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ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルエチルセルロース及び
ヒドロキシエチルセルロース）、グアーガム、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリ
ドン、ヒドロキシプロピルグアーガム、デンプン及びデンプン誘導体、並びに他の増粘剤
、粘度調整剤、ゲル化剤等を含む、他の好適な懸濁化剤を、パーソナルケア組成物中で使
用してもよい。
【０１６２】
　本パーソナルケア組成物は１種以上の水溶性皮膚軟化剤を含んでもよく、その例として
は、プロピレングリコール及びブチレングリコール等の低分子量脂肪族ジオール、グリセ
リン及びソルビトール等のポリオール、並びにポリエチレングリコール２００等のポリオ
キシエチレンポリマーが挙げられるが、これらに限定されない。使用される水溶性軟化剤
（複数を含む）の特定の種類及び量は、パーソナルケア組成物の所望の美的特性に応じて
変わり、当業者によって容易に決定される。
【０１６３】
　パーソナルケア組成物は、１種以上の油を、上記のキャリア流体から独立して含んでも
よい。本明細書で使用される用語「油」は、実質的に水に不溶性である任意の材料を表す
。好適な油としては、ヤシ油等の天然油、鉱物油及び水素添加ポリイソブテン等の炭化水
素、オクチルドデカノール等の脂肪族アルコール、Ｃ１２－Ｃ１５のアルキル安息香酸塩
等のエステル、ジペラルゴン酸プロピレン等のジエステル、並びにトリオクタン酸グリセ
リル等のトリエステル、並びにシリコーン、特にシクロメチコーン及びジメチコーン及び
これらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されない。好適な低粘度油は２５℃で
５～１００ｍＰａｓの粘度を有し、概して構造ＲＣＯ－ＯＲ’（式中、ＲＣＯはカルボン
酸ラジカルを表し、ＯＲ’はアルコール残基である）を有するエステルである。これらの
低粘度油の例としては、イソノナン酸イソトリデシル、ジヘプタン酸ＰＥＧ－４、ネオペ
ンタン酸イソステアリル、ネオペンタン酸トリデシル、オクタン酸セチル、パルミチン酸
セチル、リシノール酸セチル、ステアリン酸セチル、ミリスチン酸セチル、ココ－ジカプ
リレート／カプレート、イソステアリン酸デシル、オレイン酸イソデシル、ネオペンタン
酸イソデシル、ネオペンタン酸イソへキシル、パルミチン酸オクチル、リンゴ酸ジオクチ
ル、オクタン酸トリデシル、ミリスチン酸ミリスチル、オクトドデカノール、若しくはオ
クチルドデカノールの組み合わせ、アセチル化ラノリンアルコール、酢酸セチル、イソド
デカノール、ポリグリセリル－３－ジイソステアレート、又はこれらの組み合わせが挙げ
られる。高粘度表面油はの粘度は、概して、２５℃において２００～１，０００，０００
、又は１００，０００～２５０，０００ｍＰａｓである。表面油としては、ヒマシ油、ラ
ノリン及びラノリン誘導体、クエン酸トリイソセチル、セスキオレイン酸ソルビタン、Ｃ

１０－Ｃ１８トリグリセリド、カプリル酸／カプリン酸／トリグリセリド、ヤシ油、トウ
モロコシ油、綿実油、トリアセチルヒドロキシステアリン酸グリセリル、トリアセチルリ
シノール酸グリセリル、トリオクタン酸グリセリル、水素化ヒマシ油、亜麻仁油、ミンク
油、オリーブ油、パーム油、イリッペ脂、菜種油、大豆油、ヒマワリ種子油、タロー、ト
リカプリン、トリヒドロキシステアリン、トリイソステアリン、トリラウリン、トリリノ
レイン、トリミリスチン、トリオレイン、トリパルミチン、トリステアリン、クルミ油、
コムギ胚芽油、コレステロール、又はこれらの組み合わせが挙げられる。油相中の高粘度
油に対する低粘度油の推奨される比は、それぞれ１：１５～１５：１、又は１：１０～１
０：１である。本開示の典型的な配合物は、低粘度表面油と高粘度表面油との組み合わせ
を１～２０％含む。
【０１６４】
　流動パラフィン又は流動石油等の鉱油、ペルヒドロスクアレン又はアララ油等の動物油
、あるいはまた、スイートアーモンド油、カロフィルム油、パーム油、ヒマシ油、アボカ
ド油、ホホバ油、オリーブ油、又は穀物胚芽油等の植物油を使用してもよい。例えば、ラ
ノリン酸、オレイン酸、ラウリン酸、ステアリン酸、若しくはミリスチン酸のエステル；
オレイルアルコール、リノレイル若しくはリノレニルアルコール、イソステアリルアルコ
ール、若しくはオクチルドデカノール等のアルコール；又はアルコール若しくはポリアル
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コールのアセチルグリセリド、オクタノエート、デカノエート、若しくはリシノレエート
を使用することも可能である。あるいは、水素添加ヒマシ油、パーム油、若しくはヤシ油
、若しくは水素添加タロー等の、２５℃で固体である水素添加油；モノ－、ジ－、トリ－
、若しくはスクログリセリド；ラノリン；又は２５℃で固体である脂肪族エステルを使用
することが可能である。
【０１６５】
　本パーソナルケア組成物は、様々な蝋を含んでもよい。蝋の融点は、概して大気圧で３
５～１２０℃である。この分類の蝋としては、合成蝋、セレシン、パラフィン、オゾケラ
イト、イリッペ脂、蜜蝋、カルナバ、微結晶蝋、ラノリン、ラノリン誘導体、キャンデリ
ラ、カカオバター、セラック蝋、鯨蝋、糠蝋、カポック蝋、サトウキビ蝋、モンタン蝋、
鯨蝋、ヤマモモ蝋、又はこれらの組み合わせが挙げられる。一実施形態において、パーソ
ナルケア組成物は、１０～３０％の蝋の組み合わせを含む。非シリコーン脂肪性物質とし
て使用できる蝋としては、蜜蝋等の動物蝋；カルナウバ蝋、キャンデリラ蝋、オーリクリ
ー蝋若しくは日本蝋、若しくはコルク繊維若しくはサトウキビ蝋等の植物蝋；鉱蝋、例え
ば、パラフィン若しくは亜炭蝋、又は微結晶蝋若しくはオゾケライト；ポリエチレン蝋、
及びフィッシャー・トロプシュ合成によって得られる蝋等の合成蝋が挙げられる。シリコ
ーン蝋のうち、ポリメチルシロキサンアルキル、アルコキシ、及び／又はエステルに関し
て言及され得る。
【０１６６】
　本パーソナルケア組成物は、粉末を含んでもよい。粉末は、概して、０．０２～５０マ
イクロメートルの粒径を有する乾燥した粒子状物質として定義することができる。粉末は
、着色されていても無着色でもよい（例えば、白）。好適な粉末としては、オキシ塩化ビ
スマス、雲母チタン、ヒュームドシリカ、球状シリカビーズ、ポリメチルメタクリレート
ビーズ、微粉化テフロン、窒化ホウ素、アクリレートポリマー、ケイ酸アルミニウム、オ
クテニルコハク酸デンプンアルミニウム、ベントナイト、ケイ酸カルシウム、セルロース
、チョーク、コーンスターチ、珪藻土、フラー土、グリセリルデンプン、ヘクトライト、
含水シリカ、カオリン、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、炭酸マグネシウム、水酸化マ
グネシウム、酸化マグネシウム、ケイ酸マグネシウム、トリケイ酸マグネシウム、マルト
デキストリン、モンモリロナイト、微結晶性セルロース、米デンプン、シリカ、タルク、
雲母、二酸化チタン、ラウリン酸亜鉛、ミリスチン酸亜鉛、ネオデカン酸亜鉛、ロジン酸
亜鉛、ステアリン酸亜鉛、ポリエチレン、アルミナ、アタパルジャイト、炭酸カルシウム
、ケイ酸カルシウム、デキストラン、カオリン、ナイロン、シリル化シリカ、シルクパウ
ダー、セリサイト、大豆粉、酸化スズ、水酸化チタン、リン酸三マグネシウム、クルミ殻
粉末、又はこれらの組み合わせが挙げられる。粉末は、レシチン、アミノ酸、鉱油、シリ
コーン油、又は様々な他の剤を単独又は組み合わせのいずれかで用いて表面処理してもよ
く、本来はこれにより粉末表面を被覆し、かつ粒子を事実上疎水性にする。好適な粉末の
具体例としては、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ（登録商標）９５０６及び９７０１化粧料粉末
が挙げられる。
【０１６７】
　粉末はまた、有機及び／若しくは無機顔料であるか又はこれらを含んでもよい。有機顔
料は、概して、Ｄ＆Ｃ及びＦＤ＆Ｃブルー、ブラウン、グリーン、オレンジ、レッド、イ
エロー等と称されるアゾ、インジゴイド、トリフェニルメタン、アントラキノン、及びキ
サンチン染料等の種々の芳香族型である。無機顔料は、概して、レーキ又は酸化鉄と称さ
れる、認定された着色添加剤の不溶性金属塩からなる。カーボンブラック、酸化クロム、
酸化鉄、ウルトラマリン、ピロリン酸マンガン、アイアンブルー、及び二酸化チタン等の
粉末着色剤、一般的に着色顔料との併用で用いられる真珠光沢剤、又は通常着色顔料との
併用で用いられ、化粧品業界において一般的に用いられるいくつかの有機染料をパーソナ
ルケア組成物に添加することができる。概して、これらの着色剤は、パーソナルケア組成
物の重量に対して０～２０重量％の量で存在することができる。
【０１６８】
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　粉末状無機又は有機賦形剤も、概してパーソナルケア組成物の重量に対して０～約４０
重量％の量で、添加することができる。これらの粉末賦形剤は、タルク、雲母、カオリン
、酸化亜鉛又は酸化チタン、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、シリカ、球状二酸化チ
タン、ガラスビーズ、セラミックビーズ、８～２２個の炭素原子を有するカルボン酸から
誘導される金属石鹸、非発泡合成ポリマー粉末、発泡粉末、及び殻物デンプン等の、架橋
又は非架橋であり得る天然有機化合物由来の粉末から選択することができる。賦形剤は、
典型的にはパーソナルケア組成物の総重量の０～３５、又は５～１５％の割合で存在して
もよい。特に、タルク、雲母、シリカ、カオリン、ナイロン粉末（特にＯＲＧＡＳＯＬ）
、ポリエチレン粉末、テフロン、デンプン、窒化ホウ素、ＥＸＰＡＮＣＥＬ（Ｎｏｂｅｌ
　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ）等のコポリマーミクロスフェア、ポリトラップ及びシリコーン樹
脂ミクロビーズ（例えば東芝のＴＯＳＰＥＡＲＬ）を挙げることができる。
【０１６９】
　本パーソナルケア組成物は、日焼け止め剤を含んでもよい。日焼け止め剤は２９０～３
２０ナノメートル（ＵＶ－Ｂ領域）の紫外線を典型的に吸収し、これには、これらに限定
されるものではないが、パラ－アミノ安息香酸誘導体及び桂皮酸エステル、例えばメトキ
シ桂皮酸オクチル等があり、並びに、ベンゾフェノン及びブチルメトキシジベンゾイルメ
タン等の、３２０～４００ナノメートル（ＵＶ－Ａ領域）の範囲の紫外線を吸収するもの
がある。日焼け止め剤のいくつかの追加例としては、ｐ－メトキシ桂皮酸２－エトキシエ
チル、アントラニル酸メンチル、サリチル酸ホモメンチル、ｐ－アミノ安息香酸グリセリ
ル、ｐ－アミノ安息香酸イソブチル、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、２－ヒド
ロキシ－４－メトキシベンゾフェノンスルホン酸、２，２’－ジヒドロキシ－４－メトキ
シベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、安息香酸エチルの４
－モノ及び４－ビス（３－ヒドロキシ－プロピル）アミノ異性体、並びにｐ－ジメチルア
ミノ安息香酸２－エチルヘキシルがある。様々な実施形態において、日焼け止め剤は欧州
特許出願公開第６７８，２９２（Ａ）号に記載のものであり、本記載は、１つ以上の非限
定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。様々な実施形態に
おいて、日焼け止め剤は、少なくとも１種のカルボキシルラジカル又は更に良好にはスル
ホン酸ラジカルを含む。この酸ラジカルは遊離形態でもよく、部分的又は完全に中和され
た形態でもよい。酸官能性を含有する１種以上の親水性日焼け防止剤を使用することが可
能である。少なくとも１つのＳＯ３Ｈ基を含有する酸性日焼け止め剤の例としては、３－
ベンジリジン－２－カンファースルホン酸誘導体を特に挙げることができる。特に典型的
な化合物はベンゼン－１，４－［ジ（３－メチリデンカンファー－１０－スルホン酸）］
である。この日焼け止め剤は広帯域日焼け止め剤で、２８０～４００ｎｍの波長の紫外線
を吸収することができ、吸収極大は３２０～４００ｎｍ、特に３４５ｎｍである。日焼け
止め剤は、酸形態又はトリエタノールアミン、水酸化ナトリウム及び水酸化カリウムから
選択される塩基で塩化されて用いられる。更に、日焼け止め剤は、シス又はトランス型で
存在することができる。この日焼け止め剤は、商標名Ｍｅｘｏｒｙｌ　ＳＸとして既知で
ある。他の具体例としては、４－（３－メチリデンカンファー）ベンゼンスルホン酸、３
－ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、２－メチル－５－（３－メチリデンカン
ファー）ベンゼンスルホン酸、２－クロロ－５－（３－メチリデンカンファー）ベンゼン
スルホン酸、３－（４－メチル）ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、（３－ｔ
－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチル）ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、
（３－ｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メトキシ）ベンジリデンカンファー－１０－ス
ルホン酸、（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ）ベンジリデンカンファー
－１０－スルホン酸、２－メトキシ－５－（３－メチリデンカンファー）ベンゼンスルホ
ン酸、３－（４，５－メチレンジオキシ）ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、
３－（４－メトキシ）ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、３－（４，５－ジメ
トキシ）ベンジリデンカンファー－１０－スルホン酸、３－（４－ｎ－ブトキシ）ベンジ
リデンカンファー－１０－スルホン酸、３－（４－ｎ－ブトキシ－５－メトキシ）ベンジ
リデンカンファー－１０－スルホン酸、２－［４－（カンファーメチリデン）フェニル］
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ベンズイミダゾール－５－スルホン酸がある。好適な化合物については、米国特許第４，
５８５，５９７号、並びに仏国特許第２，２３６，５１５号、同第２，２８２，４２６号
、同第２，６４５，１４８号、同第２，４３０，９３８号及び同第２，５９２，３８０号
に記載されており、これらの記載のそれぞれは、１つ以上の非限定的な実施形態における
参照により、本明細書に明示的に援用される。スルホン酸基を含有する日焼け防止剤は、
ベンゾフェノンのスルホン酸誘導体又はＵＶ－Ｂ照射領域において優れた光防護力を有し
、Ｍｅｒｃｋにより「Ｅｕｓｏｌｅｘ　２３２」の商標名で販売されている２－フェニル
ベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、ベンゼン－１，４－ジ（ベンゾイミダゾール－２
－イル－５－スルホン酸）、ベンゼン－１，４－ジ（ベンゾオキサゾール－２－イル－５
－スルホン酸）であってもよい。親水性日焼け止め剤は、パーソナルケア組成物中に、パ
ーソナルケア組成物の総重量に対して０．１～２０重量％、又は０．２～１０重量％とす
ることができる含有量で存在することができる。
【０１７０】
　付加的な親油性日焼け止め剤を使用することができ、例えば、ジベンゾイルメタンから
誘導されたもの、特に、高い固有の吸収力を効果的に有する４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’
－メトキシジベンゾイルメタン等がある。これらのジベンゾイルメタン誘導体はそれ自体
が、ＵＶ－Ａに有効な日焼け止め剤として周知の製品であり、特に仏国特許出願第２，３
２６，４０５（Ａ）号及び同第２，４４０，９３３（Ａ）号、並びに欧州特許出願第０，
１１４，６０７（Ａ）号に記載されており、これらの記載のそれぞれは、１つ以上の非限
定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。４－（ｔｅｒｔ－
ブチル）－４’－メトキシジベンゾイルメタンは、Ｇｉｖａｕｄａｎより商標名「Ｐａｒ
ｓｏｌ　１７８９」で現在販売されている。本発明の典型的な別のジベンゾイルメタン誘
導体は４－イソプロピルジベンゾイルメタンであり、この日焼け止め剤はＭｅｒｃｋより
「Ｅｕｓｏｌｅｘ　８０２０」という名前で販売されている。同様に、ＵＶ－Ｂ領域での
有効性について既知の液体親油性日焼け止め剤、オクトクリレンが市販され、特に、ＢＡ
ＳＦより「Ｕｖｉｎｕｌ　Ｎ　５３９」で販売されている。本開示に用いることができる
別の親油性（又は脂溶性）日焼け止め剤としては、ｐ－メチルベンジリデンカンファーを
挙げることもできる。これはＵＶ－Ｂ吸収剤としても知られ、特にＭｅｒｃｋより商標名
「Ｅｕｓｏｌｅｘ　６３００」で販売されている。親水性日焼け止め剤（複数可）は、パ
ーソナルケア組成物中に、パーソナルケア組成物の総重量の０．５～３０重量％、又は０
．５～２０重量％とすることができる含有量で存在することができる。親油性又は親水性
有機日焼け止め剤の他の例については、欧州特許出願第０，４８７，４０４（Ａ）号に記
載されており、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書
に明示的に援用される。パーソナルケア組成物はまた、被覆又は非被覆金属酸化物の顔料
又はあるいはナノ顔料（平均一次粒径：概して５～１００、又は１０～５０ｎｍ）も含有
することができ、その例としては、酸化チタン（アモルファス又はルチル及び／若しくは
アナターゼ型に結晶化）、酸化鉄、酸化亜鉛、酸化ジルコニウム又は酸化セリウムのナノ
顔料が挙げられ、これらは全てそれ自体周知である光防護剤であり、ＵＶ照射を物理的に
ブロック（反射及び／又は散乱）することによって機能する。標準的なコーティング剤と
しては、更に、アルミナ及び／又はステアリン酸アルミニウム、並びにシリコーンがある
。このような被覆又は非被覆酸化金属ナノ顔料については特に欧州特許出願第０，５１８
，７７２（Ａ）号及び同第０，５１８，７７３（Ａ）号に記載されており、これらのそれ
ぞれの記載は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に
援用される。
【０１７１】
　増粘剤をパーソナルケア組成物に使用し、好都合な粘度をもたらすことができる。例え
ば、２５℃で５００～２５，０００又は３，０００～７，０００ｍｍ２／秒の粘度を得る
ことができる。好適な増粘剤の例としては、アルギン酸ナトリウム、アラビアゴム、ポリ
オキシエチレン、グアーガム、ヒドロキシプロピルグアーガム、ラウレス－４若しくはポ
リエチレングリコール４００等のエトキシル化アルコール、メチルセルロース、メチルヒ
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ドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ポリプロピルヒドロキシ
エチルセルロースによって例示されるセルロース誘導体、ヒドロキシエチルアミロース及
びデンプンアミロースによって例示されるデンプン及びデンプン誘導体、ローカストビー
ンガム、塩化ナトリウム及び塩化アンモニウムによって例示される電解質、並びにフルク
トース及びグルコース等の糖類、並びにＰＥＧ－１２０メチルグルコースジオレート等の
糖類の誘導体、又はこれらの２つ以上の組み合わせが挙げられる。あるいは、増粘剤は、
セルロース誘導体、糖誘導体、及び電解質から、又は上記増粘剤のうちの２つ以上の組み
合わせ、例えばセルロース誘導体と任意の電解質、及びデンプン誘導体と任意の電解質の
組み合わせから選択される。増粘剤は、パーソナルケア組成物に使用される場合、２５℃
で５００～２５，０００ｍｍ２／秒の粘度をもたらすことができる。あるいは、増粘剤は
、パーソナルケア組成物の総重量を基準として０．０５～１０、又は０．０５～５重量％
の量で存在してもよい。
【０１７２】
　安定剤も、例えば、エマルションの水相に使用することができる。好適な水相安定剤は
、単独又は組み合わせで、１種以上の電解質、ポリオール、エチルアルコール等のアルコ
ール、及び親水コロイドを含むことができる。典型的な電解質は、アルカリ金属塩及びア
ルカリ土類塩、特に、ナトリウム、カリウム、カルシウム、及びマグネシウムの塩化物塩
、ホウ酸塩、クエン酸塩、及び硫酸塩、並びにアルミニウムクロロハイドレート、及びポ
リ電解質、特にヒアルロン酸及びヒアルロン酸ナトリウムである。安定化剤が電解質であ
るとき、又は電解質を含むとき、それは、パーソナルケア組成物の約０．１～５重量％、
又は０．５～３重量％に達する。親水コロイドは、キサンタンガム又はビーガム等のガム
、及びカルボキシメチルセルロース等の増粘剤を含む。グリセリン、グリコール、及びソ
ルビトール等のポリオールもまた使用することができる。代替のポリオールは、グリセリ
ン、プロピレングリコール、ソルビトール、及びブチレングリコールである。大量のポリ
オールが使用される場合、電解質を添加する必要はない。しかしながら、電解質、ポリオ
ール及び水相を安定化させる親水コロイド、例えば、硫酸マグネシウム、ブチレングリコ
ール及びキサンタンガムの組み合わせを使用するのが典型的である。
【０１７３】
　制汗剤及び防臭剤組成物等のエマルションを、これらに限定されるものではないが、ス
ティック、軟固形、ロールオン、エアロゾル、及びポンプスプレーの形態で、パーソナル
ケア組成物に使用することができる。制汗剤及び防臭剤の一部の例は、塩化アルミニウム
、アルミニウムジルコニウムテトラクロロハイドレックスＧＬＹ、アルミニウムジルコニ
ウムテトラクロロハイドレックスＰＥＧ、アルミニウムクロロハイドレックス、アルミニ
ウムジルコニウムテトラクロロハイドレックスＰＧ、アルミニウムクロロハイドレックス
ＰＥＧ、アルミニウムジルコニウムトリクロロハイドレート、アルミニウムクロロハイド
レックスＰＧ、アルミニウムジルコニウムトリクロロハイドレックスＧＬＹ、ヘキサクロ
ロフェン、塩化ベンザルコニウム、アルミニウムセスキクロロハイドレート、重炭酸ナト
リウム、アルミニウムセスキクロロハイドレックスＰＥＧ、クロロフィリン－銅錯体、ト
リクロサン、アルミニウムジルコニウムオクタクロロハイドレート、及びリシノール酸亜
鉛である。
【０１７４】
　パーソナルケア組成物は、二酸化炭素、窒素、亜酸化窒素等の噴射ガス、ブタン、イソ
ブタン、又はプロパン等の揮発性炭化水素、並びにジクロロジフルオロメタン及びジクロ
ロテトラフルオロエタン若しくはジメチルエーテル等の塩素化又はフッ素化炭化水素との
組み合わせのエアロゾルの形態とすることができる。
【０１７５】
　本シリコーンエラストマー組成物の組成物及びキャリア流体以外のシリコーン組成物も
また、パーソナルケア組成物に含まれてもよい。例えば、こうしたシリコーンとしては、
シリコーン流体、ガム、樹脂、エラストマー；シリコーンポリエーテル等のシリコーン界
面活性剤及び乳化剤、アミノ官能性シリコーン等の有機官能性シリコーン、並びにアルキ
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ルメチルシロキサンが挙げられる。アルキルメチルシロキサンが、パーソナルケア組成物
に含まれてもよい。これらのシロキサンポリマーは、概して式：Ｍｅ３ＳｉＯ［Ｍｅ２Ｓ
ｉＯ］ｙ［ＭｅＲＳｉＯ］ｚＳｉＭｅ３（式中、Ｒは６～３０個の炭素原子を含有する炭
化水素基であり、Ｍｅはメチルを表し、重合度（ＤＰ又はｄｐ）、すなわちｙとｚの和は
３～５０である）を有する。揮発性及び液体種のアルキルメチルシロキサンの両方を、本
パーソナルケア組成物で使用することができる。
【０１７６】
　上記以外のシリコーンガムもまた、パーソナルケア組成物に含まれてもよい。好適な非
限定的なガムとしては、粘度が２５℃で＞１，０００，０００ｍｍ２／秒、又は＞５，０
００，０００ｍｍ２／秒のポリジオルガノシロキサンが挙げられる。これらのシリコーン
ガムは、それらの取り扱いを容易にするのに好適な溶媒に既に分散された組成物として、
典型的に販売されている。超高粘度シリコーンもまた、任意成分として含むことができる
。これらの超高粘度シリコーンの運動粘度は、典型的には、２５℃で＞５００万ｍｍ２／
秒かつ≦２０００万ｍｍ２／秒である。この種の組成物は、例えば米国特許第６，０１３
，６８２号に記載されており、本記載は、１つ以上の非限定的な実施形態における参照に
より、本明細書に明示的に援用される。
【０１７７】
　シリコーン樹脂もまた、パーソナルケア組成物に含まれてもよい。これらの樹脂は、概
して、高度に架橋されたポリマーシロキサンである。架橋は典型的には、製造中に使用さ
れる単官能性シラン及び／又は二官能性シランモノマーと、三官能性及び／又は四官能性
シランとを組み込むことによって得られる。好適なシリコーン樹脂を得るために必要な架
橋の程度は、シリコーン樹脂の製造中に組み込まれるシランモノマー単位の特性によって
応じて異なる。概して、十分なレベルの三官能性及び四官能性シロキサンモノマー単位を
有し、したがって剛性又は硬質皮膜まで乾燥させるのに十分なレベルの架橋を有するいず
れのシリコーンも、使用することができる。本明細書での適用に好適な商業的に入手可能
なシリコーン樹脂は、概して、低粘度の、揮発性又は不揮発性シリコーン流体中で硬化さ
れていない形態で供給される。シリコーン樹脂は、硬化樹脂構造としてもよりも、むしろ
それらの硬化されていない形態で、パーソナルケア組成物中に組み込むことができる。
【０１７８】
　シリコーンカルビノール流体が、本パーソナルケア組成物に含まれてもよい。これらの
材料は一般的に置換ヒドロカルビル官能性シロキサン流体又は樹脂として記載することが
でき、いくつかは国際公開第０３／１０１４１２号に記載されており、本記載は、１つ以
上の非限定的な実施形態における参照により、本明細書に明示的に援用される。
【０１７９】
　水溶性又は水分散性シリコーンポリエーテルもまた、本パーソナルケア組成物に含まれ
てもよい。これらはまたポリアルキレンオキシドシリコーンコポリマー、シリコーンポリ
（オキシアルキレン）コポリマー、シリコーングリコールコポリマー、又はシリコーン界
面活性剤としても既知である。これらは、直線熊手型若しくはグラフト型物質、又はＡＢ
Ａ型であることができ、Ｂはシロキサンポリマーブロックであり、Ａはポリ（オキシアル
キレン）基である。このポリ（オキシアルキレン）基は、ポリエチレンオキシド、ポリプ
ロピレンオキシド、又はポリエチレンオキシド／ポリプロピレンオキシド基の混合体から
なることができる。ブチレンオキシド又はフェニレンオキシド等の他のオキシドもまた可
能である。
【０１８０】
　追加成分
　本パーソナルケア組成物、及び／又は粘液性シリコーン流体、及び／又は本組成物全体
として、（ｉ）有機化合物、（ｉｉ）ケイ素原子含有化合物、（ｉｉｉ）有機化合物の混
合物、（ｉｖ）ケイ素原子含有化合物の混合物、又は（ｖ）有機化合物とケイ素原子含有
化合物との混合物等の、他の材料を溶解し、懸濁し、又はその物理的特性を変更するため
に工業規模で使用される溶媒も含んでもよい。
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【０１８１】
　一般的に、有機化合物は、芳香族炭化水素、脂肪族炭化水素、アルコール、アルデヒド
、ケトン、アミン、エステル、エーテル、グリコール、グリコールエーテル、アルキルハ
ロゲン化物、又は芳香族ハロゲン化物である。いくつかの一般的な有機溶剤の代表例は、
メタノール、エタノール、１－プロパノール、シクロヘキサノール、ベンジルアルコール
、２－オクタノール、エチレングリコール、プロピレングリコール、及びグリセロール等
のアルコール；ペンタン、シクロヘキサン、ヘプタン、ＶＭ＆Ｐ溶剤、及びミネラルスピ
リット等の脂肪族炭化水素；クロロホルム、四塩化炭素、パークロロエチレン、塩化エチ
ル、及びクロロベンゼン等のアルキルハロゲン化物；イソプロピルアミン、シクロヘキシ
ルアミン、エタノールアミン、及びジエタノールアミン等のアミン；ベンゼン、トルエン
、エチルベンゼン、及びキシレン等の芳香族炭化水素；酢酸エチル、酢酸イソプロピル、
アセト酢酸エチル、酢酸アミル、イソ酪酸イソブチル、及び酢酸ベンジル等のエステル；
エチルエーテル、ｎ－ブチルエーテル、テトラヒドロフラン、及び１，４－ジオキサン等
のエーテル；エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、及びプロピレングリコー
ルモノフェニルエーテル等のグリコールエーテル；アセトン、メチルエチルケトン、シク
ロヘキサノン、ジアセトンアルコール、メチルアミルケトン、及びジイソブチルケトン等
のケトン；鉱物油、ガソリン、ナフサ、灯油、軽油、重油、及び原油等の石油系炭化水素
；スピンドルオイル及びタービンオイル等の潤滑油；並びにトウモロコシ油、大豆油、オ
リーブ油、菜種油、綿実油、イワシ油、ニシン油、及び鯨油等の脂肪油である。
【０１８２】
　「その他の」種々の有機溶剤、例えば、アセトニトリル、ニトロメタン、ジメチルホル
ムアミド、プロピレンオキシド、トリオクチルホスフェート、ブチロラクトン、フルフラ
ール、松根油、テレピン油、及びｍ－クレゾールも使用できる。
【０１８３】
　溶媒はまた、揮発性の着香料を含んでもよく、これには、冬緑油；ペパーミント油；ス
ペアミント油；メントール；バニラ；シナモン油；チョウジ油；ベイ油；アニス油；ユー
カリ油；タイム油；ニオイヒバ油；ナツメグ油；セージ油；カッシア油；ココア；カンゾ
ウ；高果糖コーンシロップ；レモン、オレンジ、ライム、及びグレープフルーツ等の柑橘
油；リンゴ、ナシ、モモ、ブドウ、イチゴ、キイチゴ、サクランボ、プラム、パイナップ
ル、及びアンズ等の果実エッセンス；並びに、酢酸シンナミル、桂皮アルデヒド、ギ酸オ
イゲニル、ｐ－メチルアニソール、アセトアルデヒド、ベンズアルデヒド、アニスアルデ
ヒド、シトラル、ネラール、デカナール、バニリン、トリルアルデヒド、２，６－ジメチ
ルオクタナール、及び２－エチルブチルアルデヒド等のアルデヒド及びエステルを含む他
の有用な着香料が含まれる。
【０１８４】
　更に、溶剤はまた、天然物及び香油等の揮発性の芳香剤を含んでもよい。天然物及び香
油のいくつかの代表例は、アンバーグリース、ベンゾイン、シベット、クローブ、葉油、
ジャスミン、マテ、ミモザ、ジャコウ、ミルラ、オリス、ビャクダン油、及びベチバー油
；サリチル酸アミル、アミルシンナミックアルデヒド、酢酸ベンジル、シトロネロール、
クマリン、ゲラニオール、酢酸イソボルニル、アンブレット、及び酢酸テルピニル等の芳
香性化合物；並びに、フローラルブーケ系、オリエンタル系、シプル系、ウッディー系、
シトラス系、カヌー系、レザー系、スパイス系、ハーブ系等の種々の古典系の香油である
。
【０１８５】
　パーソナルケア組成物を形成する方法：
　本開示はまた、パーソナルケア組成物を形成する方法も提供する。方法は、上記のとお
りのパーソナルケア製品又は任意の他の同様の化合物を、シリコーンエラストマー組成物
と組み合わせることを含む。パーソナルケア製品が、第１及び第２の直鎖オルガノポリシ
ロキサンの反応の前、反応中、及び／又は反応後に存在し得ることが企図される。一実施
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形態において、粘液性シリコーン流体は、個別に調製された後で、パーソナルケア組成物
原料と組み合わせられる。ある種のパーソナルケア原料を流体反応工程（すなわち、ヒド
ロシリル化反応生成物の生成）時に含ませることができるものの、反応抑制、原料の温度
感受性等の様々な因子を制御する必要があり得る。パーソナルケア処方の形成について当
該技術分野において既知の技術、例えば、これらに限定されるものではないが、パーソナ
ルケア組成物の形成を容易にするための混合技術、コールドブレンド、又は加熱を使用す
ることができる。本明細書で使用する添加の順は、当該技術分野において既知のものであ
ってもよい。
【０１８６】
　本開示はまた、キャリア流体に粘液性の特性を付与する方法も提供する。この方法は、
第１及び第２の直鎖オルガノポリシロキサンを、ヒドロシリル化触媒及びキャリア流体の
存在下、ヒドロシリル化反応を介して反応させ、アルケニル基又はＳｉＨ官能基を含むヒ
ドロシリル化反応生成物を生成することを含む。この方法はまた、１つ以上の上記の方法
工程を含んでもよい。
【０１８７】
　以下のエラストマーブレンドが、下記の実施例で使用される。
【０１８８】
　「エラストマー１」は、ジメチコーン（及び）ジメチコーンクロスポリマーブレンドで
ある。このクロスポリマーは、Ｃ３－Ｃ２０アルキル基と架橋したジメチコーンのポリマ
ーで、～１３重量％の量で存在する。このジメチコーンは揮発性で、２ｍｍ２／秒（２ｃ
Ｓｔ）のジメチコーンである。エラストマー１の粘度は、約３００，０００～５５０，０
００ｍｍ２／秒である。
【０１８９】
　「エラストマー２」は、イソドデカン（及び）ジメチコーンクロスポリマーブレンドで
ある。このクロスポリマーは、Ｃ３－Ｃ２０アルキル基と架橋したジメチコーンのポリマ
ーで、～１６重量％の量で存在する。エラストマー２の粘度は、約３００，０００～５５
０，０００ｍｍ２／秒である。
【０１９０】
　「エラストマー３」は、カプリリルメチコーン（及び）ＰＥＧ－１２ジメチコーン／Ｐ
ＰＧ－２０クロスポリマーブレンドである。このクロスポリマーは、ビス－アリルＰＰＧ
－２０と架橋したＰＥＧ－１２ジメチコンのポリマーで、～１７．５～１９．５重量％の
量で存在する。エラストマー３の粘度は、約２７５，０００～９７５，０００ｃＰである
。
【０１９１】
　実施例１：粘液性シリコーン流体
　反応フラスコ中に、以下の物質：８３０ＤＰのビニル末端シロキサン（すなわち、ジメ
チルシロキサン、ジメチルビニル末端）７．７２ｇ、６個のペンダントＳｉＨ部位を有す
る１００ＤＰのシロキサン（すなわち、ジメチル、メチルハイドロジェンシロキサン、ト
リメチルシロキシ末端）０．３４４ｇ、２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のポリジメチルシロキ
サン１９１．９２ｇ、及び白金触媒溶液０．０８０ｇ（全バッチサイズに対してＰｔ約２
．０ｐｐｍである）、を入れた。攪拌を開始し、反応フラスコを７５℃まで加熱した。約
２０分間の反応時間後、反応混合物が次第に粘稠となったところで、撹拌を停止した。生
成物を７５℃で更に２時間静置した。
【０１９２】
　試料１：
　最大容量１００ｇの歯科用ミキサーカップに、以下の成分：エラストマー１を５２．４
９ｇ、及び４．００％固形分の前述の粘液性シリコーン流体１７．５０ｇ、を入れた。内
容物を、Ｓｐｅｅｄ　Ｍｉｘｅｒ（登録商標）歯科用ミキサー中、２，５００ｒｐｍで４
５秒間混合した。これによって、本開示のエラストマー配合物の試料１を形成する。
【０１９３】



(45) JP 2017-523283 A 2017.8.17

10

20

30

40

50

　試料２：
　更にまた、最大容量１００ｇの歯科用ミキサーカップに、エラストマー２を５２．５１
ｇ、及び４．００％固形分の前述の粘液性シリコーン流体１７．５１ｇを入れた。再び、
内容物を、Ｓｐｅｅｄ　Ｍｉｘｅｒ（登録商標）歯科用ミキサー中、２，５００ｒｐｍで
４５秒間混合した。これによって、本開示のエラストマー配合物の試料２を形成する。
【０１９４】
　試料１及び２を非公式の８人による３点試験法に供し、どちらの試料が異なるかを検査
員が判定できるか調べ、また、配合物の審美性についてフィードバックを受けた。３点試
験法において、対照試料、未希釈エラストマー（すなわち、エラストマー１及び２のクロ
スポリマー）を、前述の粘液性シリコーン流体を有するそれぞれの配合物と比較した。２
回の３点試験法にわたり、１６人中１６人の検査員（９９．９０％信頼区間を満たす）が
、未希釈エラストマーと粘液性シリコーン流体配合物を識別することができ、１６人の検
査員が、元のエラストマーよりも粘液性シリコーン流体の感触を好感した。
【０１９５】
　３点試験法中にコメントを回収したところ、粘液性シリコーン流体配合物はより軽い感
触で、より拭き取りやすく、エラストマーのベンチマーク比較よりも滑らかであると評価
された。また、エラストマー１は拭き取り中に玉になり、重い感触で、油脂性の残渣が皮
膚に残るとの言及もあった。粘液性シリコーン流体配合物は、玉になることもなく、より
軽い感触で、かつ粉のような後続効果があったため、好感された。粘液性シリコーン流体
を有するエラストマー１及び２は、両者とも皮膚に塗布されると、エラストマーベンチマ
ークと比較された際、わずかな光沢があった。
【０１９６】
　粘液性流体配合物を評価する際の、感覚認識における大きな変化は、恐らく中間生成物
の形態に関連している。エラストマーペーストは剪断された粒子で、キャリア流体によっ
て膨潤され、粘液性流体は、ゆるく架橋したポリマー系である。これらの物理的差異によ
り、エラストマー構成成分は塗布されると、皮膚表面上の欠陥部等の低域で凝集するが、
キャリア流体が系から蒸発するため、容易に拭き取られるか玉になる。粘液性流体がとる
ポリマー形態によって、材料は、より密接に皮膚の表面と接触できるようになり、擦り込
んでいる間に系に付加される剪断力の方向に、疑似膜を形成するものと考えられる。異な
る化学的特性に起因する、これらの異なった物理的形態により、感覚認識において大きな
差が生じる。
【０１９７】
　実施例２：粘液性シリコーン流体－ポリジメチコーンに基づく６．２５％シリコーンガ
ム
　この粘液性シリコーン流体は、粘液性シリコーン流体とポリジメチルシロキサンとの配
合物であり、エマルション全体が約１．５６重量％の粘液性シリコーン流体を有するよう
に、６．２５重量％有効成分とする。この粘液性シリコーン流体を形成するため、反応フ
ラスコ中に、以下の物質：９，５００ＤＰのビニル末端シロキサン（すなわち、ジメチル
シロキサン、ジメチルビニル末端）１２．４４ｇ、６個のペンダントＳｉＨ部位を有する
１００ＤＰのシロキサン（すなわち、ジメチル、メチルハイドロジェンシロキサン、トリ
メチルシロキシ末端）０．１３ｇ、２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のポリジメチルシロキサン
１８７．４２ｇ、及び白金触媒溶液０．０８０ｇ（全バッチサイズに対してＰｔ約２．０
ｐｐｍである）、を入れた。攪拌を開始し、反応フラスコを７５℃まで加熱した。約４０
分間の反応時間後、反応混合物が次第に粘稠となったところで、撹拌を停止した。生成物
を７５℃で更に２時間静置した。
【０１９８】
　試料３：実施例２の粘液性シリコーン流体を用いた２５％水中油型エマルション
　Ｌｉｇｈｔｎｉｎ（登録商標）ミキサーカップに下記の成分を入れ、水中油型エマルシ
ョン配合物の油相を形成した：６．２５％固形分の前述の粘液性シリコーン流体７４．９
８ｇ、ＲＭ－２０５１増粘剤１２．０４ｇ、及び２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）ポリジメチル
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シロキサン１５．０２ｇ。次にこの溶液を１，０００ｒｐｍで１０分間混合し、水相を調
製した。蒸留水１８９．００ｇ、グリセリン９．０５ｇ、及び抗菌性防腐剤０．２７ｇか
らなる液相を、磁気撹拌プレート上で５分間混合した。次に水相を、油相を１，０００ｒ
ｐｍで撹拌しながら、３０分間にわたって滴下した。添加終了後、エマルションを１０分
間１，２００ｒｐｍで混合し、全体を確実に均質化した。生成物は、スピンドル９４番を
装着したＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｄｉｇｉｔａｌ　ＩＩ＋粘度計を用い、１５のデータポ
イントにわたって測定するとき、測定粘度は９９，１４６ｃＰである。
【０１９９】
　試料４：２５％水中油型エマルション
　Ｌｉｇｈｔｎｉｎ（登録商標）ミキサーカップに下記の成分を入れ、水中油型エマルシ
ョン配合物の油相を形成した：前述の実施例２の粘液性シリコーン流体及びシリコーンエ
ラストマーを、最大容量１００ｇの歯科用ミキサーカップ中で組み合わせ、２，０００ｒ
ｐｍで６０秒間混合し、均質な溶液を調製することによって調製した、エラストマー１と
６．２５％固形分の前述の粘液性シリコーン流体の７０：３０重量％の配合物７５．０４
ｇ、ＲＭ－２０５１増粘剤１２．０３ｇ、及び２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）ポリジメチルシ
ロキサン１５．００ｇ。次にこの溶液を１，０００ｒｐｍで１０分間混合し、水相を調製
した。蒸留水１８９．０１ｇ、グリセリン９．０１ｇ、及び抗菌性防腐剤０．３０ｇから
なる液相を、磁気撹拌プレート上で５分間混合した。次に水相を、油相を１，０００ｒｐ
ｍで撹拌しながら、３０分間にわたって滴下した。添加終了後、エマルションを１０分間
１，２００ｒｐｍで混合し、全体を確実に均質化した。生成物は、スピンドル９４番を装
着したＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｄｉｇｉｔａｌ　ＩＩ＋粘度計を用い、単一のデータポイ
ントで測定するとき、測定粘度は９１，２００ｃＰである。総有効成分含量は、エラスト
マー１及び粘液性シリコーン流体の有効成分含量を計算に入れると、約３．２７％である
。
【０２００】
　試料３及び４からなる官能パネル
　試料３及び４は、３点試験法の形態で、官能パネルに提出された。８人の参加者のうち
７人が、正しい試料を明らかにすることができ、９９．０％信頼区間（ＣＩ）を満たした
ことから、粘液性シリコーン流体の２５％水中油型エマルションと、シリコーンエラスト
マーと粘液性シリコーン流体との７０：３０配合物の２５％水中油型エマルションとの間
には、感知可能な差異がある。この官能パネルの結果は、配合された（乳化された）試料
においてもなお、粘液性シリコーン流体を含有するエラストマー試料と含有しない試料と
の差異を、著しいレオロジー的な差異により、検査員が感知できることを示している。特
に、これらの官能パネルにおいて、対照はなかった。構成成分を、顕著な差異有／差異無
の系列で、直接互いに比較した。
【０２０１】
　実施例３：
　粘液性シリコーン流体をシリコーンエラストマーに添加すると、シリコーンエラストマ
ーのレオロジーに顕著な影響を及ぼす。この効果を、配合試料の粘度によって追跡し、粘
液性シリコーン流体を様々な濃度でシリコーンエラストマーに添加した影響と、これらの
配合物の経時的な相対安定性の両方を測定した。配合物は、最大容量１００ｇの歯科用ミ
キサーカップ中で、様々な重量比のエラストマー（ジメチコーン及びジメチコーンのクロ
スポリマー）及び粘液性シリコーン流体、例えば、２５：７５、５０：５０、及び７５：
２５、並びに直接比較用の未希釈のエラストマー（ジメチコーン及びジメチコーンのクロ
スポリマー）試料を組み合わせることによって、調製した。これらの混合物を、２，００
０ｒｐｍで６０秒間混合し、確実に均質化した。粘度の測定値は、付属品のスピンドル９
１番を装着したＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｄｉｇｉｔａｌ　ＩＩ＋粘度計を、１５点の加重
平均分析に使用して得た。配合物の平均粘度は、時間の関数として図５に示す。
【０２０２】
　図５に示したとおり、粘度と粘液性シリコーン流体濃度との間の直接関連性は明らかで
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ある。希釈効果は、シリコーンエラストマーに配合する粘液性シリコーン流体の量を増大
させることによって増幅される。これらの配合物には希釈効果があるが、これらは経時的
に安定であり、エラストマー自体ときわめて同等の変動を示す。
【０２０３】
　上記のデータは、エラストマーは粘液性シリコーン流体によって「希釈可能」であり、
広範囲の配合比にわたって安定な粘度（安定な生成品配合物）を示すことから、エラスト
マー単独では達成できない、異なった性能特質（感覚、感触、光沢仕上げ対マット仕上げ
、持続性、膜形成、長期持続性）を付与することができる、広範囲の用途及び組成物をも
たらす。
【０２０４】
　実施例４：二成分配合物のストレス特性
　この実施例は、エラストマー２を７０％及び粘液性シリコーン流体３０％の二成分配合
物を含む。この実施例は、標準的な有機エラストマーによる希釈にも関わらず、粘液性シ
リコーン流体の挙動が残存することを示す。
【０２０５】
　粘液性シリコーン流体のエラストマー配合物への添加の影響を示すため、粘液性シリコ
ーン流体３０重量％及びエラストマー２の７０重量％からなる二成分配合物のレオロジー
を、平行板レオメーターを用いて分析した。この粘液性シリコーン流体は、１００ＤＰの
ＳｉＨ含有シロキサン０．２２ｇ、９，５００ＤＰのビニル末端シリコーンガム１８．６
６ｇ、２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）２８１．１６ｇ
、及び白金触媒０．０８ｇの反応によって生成した。この反応は７０℃で約４０分間、ゲ
ル化が起こるまで進行し、その後、試料を７０℃の恒温槽に２時間の硬化時間の間移した
。硬化時間の後、この試料を室温まで冷やし、最大容量１００ｇの歯科用ミキサーカップ
中で、３０：７０の重量比で、エラストマー２と、２，０００ｒｐｍで６０秒間混合し、
確実に均質化した。最後に、二成分配合物を、制御ストレスレオメーターを使用し、レオ
ロジー特性について分析した。図６は、垂直応力（ｙ軸）に対する剪断速度（ｘ軸）のプ
ロットを示し、二成分配合物が依然として粘液性挙動を呈していることを示している。
【０２０６】
　実施例５：エマルション二成分配合物のストレス特性－粘液性シリコーン流体の２５％
有効成分水中油型エマルション
　この実施例は、粘液性シリコーン流体の挙動がエマルション形態でも残存することを示
す。粘液性シリコーン流体のエラストマー配合物への添加の影響を示すため、粘液性シリ
コーン流体の２５重量％エマルションを、レオロジー特性について評価した。この粘液性
シリコーン流体は、１００ＤＰのＳｉＨ含有シロキサン０．１３ｇ、９，５００ＤＰのビ
ニル末端シリコーンガム１２．４４ｇ、２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のＰＤＭＳ　１８７．
４２ｇ、及び白金触媒０．０８ｇの反応によって生成した。この反応は７０℃で約４０分
間、ゲル化が起こるまで進行し、その後、試料を７０℃の恒温槽に２時間の硬化時間の間
移した。
【０２０７】
　粘液性シリコーン流体生成物を乳化して水中油型エマルションとするため、前述の粘液
性シリコーン流体７５．００ｇ、増粘剤（ポリアクリル酸ナトリウム（及び）ジメチコー
ン（及び）シクロペンタシロキサン（及び）トリデセス－６（及び）ＰＥＧ／ＰＰＧ－１
８／１８ジメチコーン）１２．００ｇ、及び２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のＰＤＭＳ１５．
００ｇを容器に入れ、Ｌｉｇｈｔｎｉｎ（登録商標）スピードミキサーで、１，０００ｒ
ｐｍで１０分間混合した。別に、もう１つの容器に蒸留水１８９．００ｇ、グリセリン９
．００ｇ、及び殺生物防腐剤０．２５ｇを入れた。この溶液を、磁気撹拌プレート上で５
分間混合し、確実に均質化した。１０分後、油相溶液をミキサー中１，０００ｒｐｍで撹
拌しながら、水相を１５分間にわたって滴下し、エマルションを形成した。水の添加が終
了した後、エマルションを１，２００ｒｐｍで更に１０分間混合した。数日後、スピンド
ル９１番を装着したＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｄｉｇｉｔａｌ　ＩＩ＋粘度計を使用して粘
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度を測定したところ、１５のデータポイントにわたる平均値は、９９，１４６ｃＰであっ
た。最後に、エマルションを、制御ストレスレオメーターを使用し、レオロジー特性につ
いて分析した。図７は、垂直応力（ｙ軸）に対する剪断速度（ｘ軸）のプロットを示し、
エマルションが依然として粘液性挙動を呈していることを示している。
【０２０８】
　実施例６：親水性エラストマーの水との相溶性
　この実施例は、エラストマー３のクロスポリマー（又はエラストマー又は親水性エラス
トマー）と粘液性シリコーン流体の増大する濃度との比較である。下記の表に示したデー
タは、（エラストマー３の）未希釈のエラストマー及び粘液性シリコーン流体を有する配
合物の水吸収／相溶性を示す。このデータは、粘液性シリコーン流体を親水性エラストマ
ーに加えても、乳化エラストマーの水との相溶性を低下させないことを示している。
【０２０９】
　この粘液性シリコーン流体は、１００ＤＰのＳｉＨ含有シロキサン０．１３ｇ、９，５
００ＤＰのビニル末端シリコーンガム１２．４４ｇ、２ｍｍ２／秒（２ｃＳｔ）のＰＤＭ
Ｓ　１８７．４２ｇ、及び白金触媒０．０８ｇの反応によって生成した。この反応は７０
℃で約４０分間、ゲル化が起こるまで進行し、その後、試料を７０℃の恒温槽に２時間の
硬化時間の間移した。
【０２１０】
　粘液性シリコーン流体の二成分配合物及び（エラストマー３の）エラストマーを、粘液
性シリコーン流体の添加濃度１０％及び３０％で調製した。試料を最大容量１００ｇの歯
科用ミキサーカップに入れ、２，０００ｒｐｍで６０秒間均質化した。保存配合物を調整
後、後続の実験を最大容量１０ｇの歯科用ミキサーカップ中で実施し、水の比率を増やし
、（エラストマー３の）エラストマー対照及び粘液性シリコーン流体に加えた。例えば、
水３０％と識別される試料は、エラストマー又はエラストマー－粘液性シリコーン流体配
合物７．００ｇと、蒸留水３．００ｇを含有する。これらの試料を、歯科用ミキサーカッ
プ中で２，０００ｒｐｍで６０秒間混合した。試料を、水の保持について視覚的に評価し
、水が見えなければ、その生成物は水を取り込んだ、均質な溶液とみなした。これらの混
合物の安定性を、系から逃散する静止水について再び視覚的に評価することにより、少な
くとも２４時間後に試験した。水が２４時間後に網目構造から逃散していない場合、その
混合物は均質で安定であるとみなした。
【０２１１】
　この方法下では、全ての試料が、６０重量％では水を取り込むことができなかったが、
この方法を用い、全ての試料が、５０重量％では水を取り込めたことに着目することが重
要である。これらの結果は、粘液性シリコーン流体を親水性エラストマー網目構造に組み
込んでも、その系の水取込み能力を低下させないことを示している。
【０２１２】
【表１】
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【０２１３】
　分散が依然として本開示の範囲内にある限り、上述の値のうちの１つ以上が、±５％、
±１０％、±１５％、±２０％、±２５％等で変動してもよい。マーカッシュ群の各要素
からは、他の全ての要素から独立して予期せぬ結果を得られる可能性がある。各要素は、
それぞれ個々に及び／又は組み合わせにおいて依存し得るものであり、添付の「特許請求
の範囲」内において各具体的な実施形態に適切な裏付けを与える。独立請求項、並びに単
一及び複数の従属の両方の従属請求項の全ての組み合わせの主題が、本明細書に明示的に
企図される。本開示は、説明の文言を含めて限定なものではなく、例示的なものである。
本開示は上記の記載事実に照らして多くの修正及び変更が可能であり、また本開示は本願
に具体的に記載したものと異なる形で実施することが可能である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月24日(2017.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カスタマイズ可能な官能特性を有するシリコーンエラストマー組成物であって、前記シ
リコーンエラストマー組成物は、
　Ａ）粘液性シリコーン流体と、
　Ｂ）シリコーンエラストマーと、
　を含み、
　前記Ａ）粘液性シリコーン流体は、
　　（１）ヒドロシリル化反応生成物と、
　　（２）キャリア流体と、
　　を含み、
　　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、
　　　（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　　（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンと、
　　　のヒドロシリル化反応生成物であり、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）
単位及び（Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは、少なくとも１
つのＲ１～Ｒ５がアルケニル基である限り、独立して炭化水素基である）を含み、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位
を含み、
　　　前記（ａ）第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１００～１５，０００で
あり、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）
単位及び（Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは、少なくと
も１つのＲ６～Ｒ１０が水素原子である限り、独立して炭化水素基、ポリエーテル基、シ
ロキサン基、又はポリオール基である）を含み、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位
を含み、
　　　前記（ｂ）第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は４～１，０００であり、
　　前記（２）キャリア流体は、シリコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み
合わせから選択され、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物はアルケニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含み、
　前記（１）ヒドロシリル化反応生成物は、前記Ａ）粘液性シリコーン流体の１００重量
部当たり３～３０重量部の量で存在し、
　前記Ａ）粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を加えられた際に、垂直方向
に観察される垂直応力の増大を呈し、
　前記Ｂ）シリコーンエラストマーは、前記（１）ヒドロシリル化反応生成物とは異なり
、
　前記Ｂ）シリコーンエラストマー組成物は、前記（１）ヒドロシリル化反応生成物が生
成された後に、前記（１）ヒドロシリル化反応生成物と前記Ｂ）シリコーンエラストマー
とを組み合わせることによって形成される、
　シリコーンエラストマー組成物。
【請求項２】
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　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンがビニル末端であるか、あるいはジメチルビニ
ル末端である、請求項１に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項３】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、２～１０個のペンダントＳｉＨ部位を有す
るか、あるいは６個のペンダントＳｉＨ部位を有する、請求項１又は２に記載のシリコー
ンエラストマー組成物。
【請求項４】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、ジメチル、メチルハイドロジェンシロキサ
ン、トリメチルシロキシ末端である、請求項１～３のいずれか一項に記載のシリコーンエ
ラストマー組成物。
【請求項５】
　前記ヒドロシリル化反応生成物がビニル官能基を含み、前記第１及び第２の直鎖オルガ
ノポリシロキサンのＳｉ－Ｈに対するビニルのモル比が、それぞれ１より大きい、請求項
１～４のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項６】
　前記ヒドロシリル化反応生成物がＳｉ－Ｈ官能基を含み、前記第１及び第２の直鎖オル
ガノポリシロキサンのＳｉ－Ｈに対するビニルのモル比が、それぞれ１未満である、請求
項１～４のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項７】
　前記ヒドロシリル化反応生成物が、前記粘液性シリコーン流体の１００重量部当たり３
～３０重量部の量で存在する、請求項１～６のいずれか一項に記載のシリコーンエラスト
マー組成物。
【請求項８】
　前記キャリア流体がシリコーン流体であるか、あるいはポリジメチルシロキサンである
、請求項１～７のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項９】
　剪断速度に対する垂直応力のプロットが、グラフ上の限界線の上方にあり、前記限界線
は方程式ｙ＝３．６ｘ（式中、ｙは垂直応力であり、ｘは剪断速度である）を使用して作
成される、請求項１～８のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項１０】
　前記シリコーンエラストマーが、ＳｉＨ含有ポリシロキサンとα，ω－ジエンとの反応
生成物である、請求項１～９のいずれか一項に記載のシリコーンエラストマー組成物。
【請求項１１】
　パーソナルケア添加剤と、請求項１～１０のいずれか一項に記載のシリコーンエラスト
マー組成物と、を含む、パーソナルケア組成物。
【請求項１２】
　シリコーンエラストマー組成物を形成する方法であって、
　前記方法は、
　第１の直鎖オルガノポリシロキサンと第２の直鎖オルガノポリシロキサンとを、ヒドロ
シリル化触媒及びキャリア流体の存在下、ヒドロシリル化反応を介して反応させ、アルケ
ニル基又はＳｉ－Ｈ官能基を含むヒドロシリル化反応生成物を生成することと、
　前記ヒドロシリル化反応生成物を、前記ヒドロシリル化反応生成物とは異なるシリコー
ンエラストマーと組み合わせ、シリコーンエラストマー組成物を形成することと、
　を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２）単位及び（
Ｒ４Ｒ５ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ１～Ｒ５のそれぞれは、少なくとも１つのＲ１～
Ｒ５がアルケニル基である限り、独立して炭化水素基である）を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、
　前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は１００～１５，０００であり、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンは、（Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２）単位及び（



(53) JP 2017-523283 A 2017.8.17

Ｒ９Ｒ１０ＳｉＯ２／２）単位（式中、Ｒ６～Ｒ１０のそれぞれは、少なくとも１つのＲ
６～Ｒ１０が水素原子である限り、独立して炭化水素基、ポリエーテル基、シロキサン基
、又はポリオール基である）を含み、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンは１重量％未満のＴ単位及びＱ単位を含み、
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンの重合度は４～１，０００であり、
　前記キャリア流体は、シリコーン流体、有機溶媒、有機油、及びこれらの組み合わせか
ら選択され、
　前記ヒドロシリル化反応生成物は、前記粘液性シリコーン流体の１００重量部当たり３
～３０重量部の量で存在し、
　前記粘液性シリコーン流体は、一定に増大する剪断力を加えられた際に、垂直方向に観
察される垂直応力の増大を呈する、
　シリコーンエラストマー組成物を形成する方法。
【請求項１３】
　前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが、第１種の前記第２の直鎖オルガノポリシロ
キサンと、モノ末端脂肪族不飽和炭化水素基を有する化合物と、の反応生成物を含む、請
求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ｉ）前記第１の直鎖オルガノポリシロキサンがビニル末端であり、かつ／又は
　ｉｉ）前記第２の直鎖オルガノポリシロキサンが２～１０個のペンダントＳｉＨ部位を
有する、
　請求項１２又は１３に記載の方法。
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